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Firmware version 1.07

この文書は文書はは QCX、QCX+、QCX-mini CW トランシーバの取扱説明書です。の文書は取扱説明書はです。
全てのファームウエアバージョンは、全ての文書はファームウエアバの取扱説明書です。ージョンは、全てのファームウエアバージョンは、全 PCB 改訂版と全モデルのと全モデルの全てのファームウエアバージョンは、全モデルのの文書は QCX ファミリーで共通です。　です。　
が、特定のモデルに固有の機能があります；の文書はモデルのに固有の機能があります；固有の機能があります；の文書は機能があります；があります；
１）CAT コントロールのは QCX+、QCX-mini、および QCX の文書は最新版と全モデルのでの文書はみ使用可能です。使用可能があります；です。
ただし、旧 QCX でも、CAT ポートを有効化する有の機能があります；効化するする 3 つの文書はコンポーネントを有効化する追加修正した場合にはした場合にはに固有の機能があります；は
CAT コントロールのを有効化する使えます。
２）LCD モジュールのの文書は LED バの取扱説明書です。ックライト制御は、は、QCX-mini に固有の機能があります；の文書はみ使用可能です。有の機能があります；効であり、これらの文書は設定のモデルに固有の機能があります；は
QCX、QCX＋には無効です。に固有の機能があります；は無効です。
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１．機能サマリーサマリー
この文書は 5W　CW トランシーバの取扱説明書です。キットに固有の機能があります；は ATmega328P マイクロコントローラーチップ内の文書はファー
ムウエアに固有の機能があります；よって定のモデルに固有の機能があります；義された多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。された多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。くの文書は機能があります；が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。に固有の機能があります；それら機能があります；の文書は概要を記述します。を有効化する記述します。します。
拡張したりそのまま楽しんだりできます。　更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいしたりその文書はまま楽しんだりできます。　更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいしんだりできます。　更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいに固有の機能があります；詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいは各機能があります；の文書は後続セクションをお読みくださいセクションを有効化するお読みくださいみ使用可能です。ください。
ロータリーエンコーダーによる総合総合VFO回路のチューニングのチューニングチューニング
VFO（複号機能）可変周波数のプリセット発信モード回路のチューニング、以下にそれら機能の概要を記述します。 VFO）は、Si5351A シンセサイザーチップで、マイクロ
Si5351A でチューニングします。　無線機に固有の機能があります；は 2 つの文書は VFO 回路のチューニングがあります。　A と全モデルの B です。　
ユーザーは、VFO　A と全モデルの VFO B と全モデルのを有効化する切り替えたり、活動中のり替えたり、活動中のえたり、活動メッセージ送信モード中のの文書は VFO の文書は内容を非活動中のを有効化する非活動メッセージ送信モード中のの文書は VFO に固有の機能があります；コ
ピーしたり、両方を分割した状態で操作（を有効化する分割した状態で操作（した状態で操作（で操作（複号機能）VFO　A で送信モード、VFO　B で受信モード）したりできます。　
RIT モードもあり、受信モード時の文書は周波数のプリセットを有効化する+/‐9,999Hz までずらすこと全モデルのができます。　CW の文書はオフセッ
トも可変で、CW-R（複号機能）サイドバの取扱説明書です。ンドスワップ）モードがサポートされます。
メモリー機能サマリー
お好みの操作周波数をみ使用可能です。の文書は操作周波数のプリセットを有効化する 16 個までプリセットできます。　各周波数は設定メニューで編集することまでプリセットできます。　各周波数のプリセットは設定のモデルに固有の機能があります；メニューで編集すること全モデルの
も、現行の運用パラメーターの保存（操作 VFO に固有の機能があります；ロード/セーブしたりできます。したりできます。
メッセージモード
ファームウエアは 12 個までプリセットできます。　各周波数は設定メニューで編集することの文書はメッセージ用ストレージを有効化するサポートします。　その文書はうちの文書は 4 つの文書はスト
レージは 100 文字まで、残りまで、残りり 8 つの文書はストレージは 50 文字まで、残りまで記録できます。　ボタンをできます。　ボタンを有効化する 1 回押すす
と全モデルの送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、メッセージの文書は一覧を表示します。　メッセージの送出は、を有効化する表示します。　メッセージの文書は送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、は、1 回の文書はみ使用可能です。、設定のモデルに固有の機能があります；された回数のプリセット、ある
いは、無制限で反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。で反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。する、こと全モデルのができます。　送信モード間隔も設定可能です。も設定のモデルに固有の機能があります；可能があります；です。
メッセージ機能があります；は便利に使えます。　例えば、反復するに固有の機能があります；使えます。　例えば、反復するえば、反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。する CQ コールのの文書は送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、と全モデルの、反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。間隔も設定可能です。を有効化する設定のモデルに固有の機能があります；し、
ポーズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、している間に固有の機能があります；返信モードを有効化する待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、つ、と全モデルのいうような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、使い方を分割した状態で操作（ができます。　キーに固有の機能があります；タッチすれば、即、
メッセージの文書は送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、がキャンセルのされます。
メッセージ送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、中のに固有の機能があります；は、ディスプレイの文書は右上に“に固有の機能があります；“M”の文書は文字まで、残りが表示されます。
CW キーヤー
ストレートキーに固有の機能があります；よる CW 操作が可能があります；です、が、ファームウエアはパドルのを有効化する接続セクションをお読みくださいする Iambic キー
ヤーも内蔵の調整ツールしています。　キーヤーは Iambic モード A、または、B、あるいは Ultimatic（複号機能）究極）
モードに固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；できます。　キーヤー速度は可変で、設定のモデルに固有の機能があります；メニューまたは操作中のに固有の機能があります；ボタンを有効化する一押すしす
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ること全モデルので変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいできます。　半導体マイクロコントローラ制御の送受信切り替えスイッチにより、無マイクロコントローラ制御は、の文書は送受信モード切り替えたり、活動中のり替えたり、活動中のえスイッチに固有の機能があります；より、無
線機はフルのブしたりできます。レークイン〝QSK“モード、または、必要を記述します。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、らばセミブしたりできます。レークインモードで使用でき
ます。
CW デコーダー（複号機能）複号機能サマリー）
CW デコーダーはチップ中ので働きます。　これは　オンエア―中、特にきます。　これは　オンエア―中、特に中の、特に固有の機能があります； CW の文書は初心者に有効でに固有の機能があります；有の機能があります；効で、
QRM（複号機能）混信モード状態で操作（）や電波の弱い条件下では電波の文書は弱い条件下ではい条件下にそれら機能の概要を記述します。では CW熟練者に有効ででも足元にも及びません。　に固有の機能があります；も及びません。　びません。　
デコーダーに固有の機能があります；は“練習”モードもあり、実際に電波を出すことなく”モードもあり、実際に電波を出すことなくモードもあり、実際に電波を出すことなくに固有の機能があります；電波を有効化する出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、すこと全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、く CW 送信モードの文書は練習”モードもあり、実際に電波を出すことなくができます。　デ
コーダーはまた便宜的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使を有効化するメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使したり、他のメニューの文書はメニュー項目の文書は設定のモデルに固有の機能があります；の文書はために固有の機能があります；も使
えます。　デコーダーは必要を記述します。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、らスイッチを有効化する切り替えたり、活動中のっておくこと全モデルのも可能があります；です。
CW, FSKCW、 WSPR ビーコン モード
ビーコンも内蔵の調整ツールしており、CW、FSKCW、WSPR の文書は各モードに固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；可能があります；です。
QRP Labs の文書は Ultimate シリーズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、の文書は弱い条件下では信モード号送信モードキットの文書は所有の機能があります；者に有効では、WSPR 運用に固有の機能があります；ついて詳しいで
しょう。　QRP Labs QLG1 GPS 受信モードキットの文書はような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、 GPS モジュールのは、オプションと全モデルのして、こ
の文書は CW トランシーバの取扱説明書です。ーキットに固有の機能があります；接続セクションをお読みくださいして、周波数のプリセットと全モデルの時間規則を提供したり、を有効化する提供したり、したり、WSPR メッセージ中のに固有の機能があります；
コード化するされる Maidenead ロケーター（複号機能）緯度、経度から）を有効化する設定のモデルに固有の機能があります；したりできます。
S-メーターと電源電圧電源電圧
S-メーター（複号機能）信モード号強度計）と全モデルのバの取扱説明書です。ッテリー電圧表示計を有効化する LCD ディスプレイに固有の機能があります；表示できます。　これ
らはユーザーの文書は必要を記述します。性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すに固有の機能があります；従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すって設定のモデルに固有の機能があります；可能があります；です。　バの取扱説明書です。ッテリー電圧表示計はポータブしたりできます。ルの電源で運用す
る場合にはに固有の機能があります；有の機能があります；用です。
実時間時計
実時間表示は LCD の文書は右下にそれら機能の概要を記述します。に固有の機能があります；表示すること全モデルのができます。
時刻はは QRP Labs QLG1 の文書はような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、 GPS 受信モード機を有効化する一時的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります； QCX に固有の機能があります；繋ぐことにより設定できます。　ぐこと全モデルのに固有の機能があります；より設定のモデルに固有の機能があります；できます。　
QCX の文書は電源を有効化する落とすと時刻は消失し、次に電源を入れたときにはと全モデルのすと全モデルの時刻はは消失し、次に電源を入れたときにはし、次に電源を入れたときにはに固有の機能があります；電源を有効化する入れたと全モデルのきに固有の機能があります；は 00：00からスタートします。
内蔵の調整ツールのチューニング調整ツールツール
この文書は CW トランシーバの取扱説明書です。ーキットの文書は素晴らしい機能の一つに、組み込みの調整ツールメニューがあるらしい機能があります；の文書は一つに固有の機能があります；、組み込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。の文書は調整ツールツールのメニューがある
こと全モデルのです。　無線機は独自の文書はシグナルのジェネレーターと全モデルのして働きます。　これは　オンエア―中、特にき、適切り替えたり、活動中のな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、信モード号を有効化する受信モード回路のチューニングの文書は入り口
に固有の機能があります；入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使し、シングルのサイド・デモジュレーションの文書は後ろでオーディオ増幅を測定します。　メを有効化する測定のモデルに固有の機能があります；します。　メ
ニュー項目で容を非活動中の易にに固有の機能があります； Band Pass Filter を有効化するピークに固有の機能があります；したり、I-Q バの取扱説明書です。ランスを有効化する調整ツールしたり、不要を記述します。サイド
バの取扱説明書です。ンドの文書はキャンセルのの文書はために固有の機能があります；オーディオ・フェーズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、シフト調整ツールを有効化する行の運用パラメーターの保存（えます。
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内蔵の調整ツールのチューニングテスト機構機構
アセンブしたりできます。リが、期待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、通です。　りに固有の機能があります；、上に“手く行かない時には、何らかのデバッギングをせねばなりません。く行の運用パラメーターの保存（かな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い時に固有の機能があります；は、何らかのデバッギングをせねばなりません。らかの文書はデバの取扱説明書です。ッギングを有効化するせねばな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、りません。
この文書は無線機は独自の文書は自己テスト機構を内蔵しています！テスト機構を有効化する内蔵の調整ツールしています！
これらの文書はテスト装置の文書はいづれも 10万ドルのラボにすぐに置き変わるというものでもありませんがドルのの文書はラボに固有の機能があります；すぐに固有の機能があります；置き変わると全モデルのいうもの文書はでもありませんが、
これらはユーザーが無線機の文書はデバの取扱説明書です。ッグに固有の機能があります；多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。くの文書はテスト装置を有効化する購入すること全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、しに固有の機能があります；非常に有益な測定に固有の機能があります；有の機能があります；益な測定な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、測定のモデルに固有の機能があります；
結果を提供します。を有効化する提供したり、します。
これらは他のメニューの文書はプロジェクトを有効化するテストするの文書はに固有の機能があります；使うこと全モデルのもできます！
 電圧計
 RF強度計
 オーディオチャンネルの増幅を測定します。　メ計
 周波数のプリセットカウンター (PC 0 to 8MHz)

 シグナルのジェネレーター (PC 3.5kHz to 200MHz)

CAT コント機構ロール －　PC コント機構ロールコマンド
QCX キットは CAT コントロールの命令をを有効化する 38400 ボーの文書はシリアルのデータインターフェース（複号機能）TTL 電
圧レベルの）に固有の機能があります；よってサポートします。
この文書は機構は、一つ二つのマイナーな例外はあるものの、つの文書はマイナーな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、例えば、反復する外はあるものの、はあるもの文書はの文書は、Kenwood　TS-480 コマンドセットの文書はサブしたりできます。
セットを有効化する導入します。　これは、ロギングソフトと全モデルのと全モデルのもに固有の機能があります；使う際に電波を出すことなくの文書は QCX 操作を有効化する容を非活動中の易にに固有の機能があります；すること全モデルのを有効化する
意図するものです。　とくにトランシーバーから操作周波数や他の操作パラメーターを読みだすタするもの文書はです。　と全モデルのくに固有の機能があります；トランシーバの取扱説明書です。ーから操作周波数のプリセットや電波の弱い条件下では他のメニューの文書は操作パラメーターを有効化する読みくださいみ使用可能です。だすタ
イプの文書はロギングソフトウエアと全モデルのと全モデルのもに固有の機能があります；使います。　CAT コントロールのインターフェースは、必要を記述します。に固有の機能があります；
応じてじて QCX の文書はリモートコントロールのの文書は為の幾つかの基本機能も提供します。の文書は幾つかの基本機能も提供します。つかの文書は基本機能があります；も提供したり、します。
GPS インターフェース
QCX キットは GPS インターフェースを有効化する持っており、っており、WSPR 運用中のに固有の機能があります；、キャリブしたりできます。レーション、実時
間時刻は、周波数のプリセットと全モデルの時間規則を提供したり、、ロケーター設定のモデルに固有の機能があります；に固有の機能があります；使用されます。
GPS インターフェース（複号機能）1pps と全モデルの 9600 ボーシリアルのデータ）は、パドルのの文書は dit と全モデルの dah 信モード号（複号機能）制限で反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。
されたプロセッサ I/O の文書はために固有の機能があります；必要を記述します。）と全モデルの同じピンを共用します。じピンを有効化する共用します。
GPS はオシレーターキャリブしたりできます。レーションメニュー 8.11 と全モデルの 8.12 である間、もしくは、ビーコンが
有の機能があります；効化する（複号機能）メニュー 6.1 が ON）されていると全モデルのき、に固有の機能があります；の文書はみ使用可能です。接続セクションをお読みくださいするべきです。
その文書は他のメニューの文書は時点での接続では、での文書は接続セクションをお読みくださいでは、PA（複号機能）音響機器）を有効化する保護するために無線機を練習モード（するために固有の機能があります；無線機を有効化する練習”モードもあり、実際に電波を出すことなくモード（複号機能）RF が送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、さ
れな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い）に固有の機能があります；すること全モデルのに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、り、また、メニュ項目を有効化するダメに固有の機能があります；するかもしれません。
実時間時刻はを有効化する設定のモデルに固有の機能があります；するために固有の機能があります； GPS を有効化する通です。　常に有益な測定の文書は運用モード中のに固有の機能があります；一時的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；接続セクションをお読みくださいすること全モデルのはかまいません。
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2. 表示項目
この文書はキットは、2行の運用パラメーターの保存（、16文字まで、残りの文書は LCD モジュールのを有効化する使用しています。　QCX、QCX+モデルのでは背
景色は青色です。　は青色は青色です。　です。　QCX-mini では、黄色は青色です。　/緑色は青色です。　 LCD モジュールので、電流消費を低下させるためにを有効化する低下にそれら機能の概要を記述します。させるために固有の機能があります；
消灯可能があります；と全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、っています。

通です。　常に有益な測定の文書は運用（複号機能）主運用モードと全モデルの呼びます）での主表示を上の写真に示します。びます）での文書は主表示を有効化する上に“の文書は写真に示します。に固有の機能があります；示します。
ビーコン又はメッセージ送信モード、メニュー編集、調整、等での表示は異なります。はメッセージ送信モードモード、メニュー編集、調整ツール、等での文書は表示は異なります。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。
主表示項目は以下にそれら機能の概要を記述します。の文書は通です。　りです；
・受信モード VFO 周波数のプリセットが 10Hz精度で左上に“に固有の機能があります；常に有益な測定に固有の機能があります；表示されます。　これは　VFO　A または VFO　B

です。　通です。　常に有益な測定、700Hz の文書は CW オフセットが自動メッセージ送信モード的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；適用されます。　通です。　常に有益な測定、この文書は周波数のプリセットは送信モードで
も使われます。
・チューニング単位カーソル：単位カーソル：カーソル：ロータリーエンコーダーで現在チューニング中の単位数値に下線がチューニング中のの文書は単位数のプリセット値に下線がに固有の機能があります；下にそれら機能の概要を記述します。線が
表示されます。　この文書は例えば、反復するでは、チューニング単位は 1 クリックに固有の機能があります；付きき 100Hz です。　何らかのデバッギングをせねばなりません。故ならな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ら
カーソルのは 100HZ 数のプリセット値に下線がに固有の機能があります；あるからです。
・S-メーター：これら 4 つの文書は文字まで、残り（複号機能）縦棒）が基本の文書は（複号機能）較正した場合にはされていな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い）S-メーターを有効化する表示します。
　スケールのは構成メニュー項目のタイプ可能があります；です（複号機能）以後の文書は記述します。を有効化する参照）。　S-メーターは表示させること全モデルのも隠すこともですこと全モデルのもで
きます。
・電源電圧：バの取扱説明書です。ッテリーアイコンが現れ、バの取扱説明書です。ッテリー電圧を有効化する 7 つの文書はユーザー設定のモデルに固有の機能があります；可能があります；の文書はステップで
表示します：フルの充電からゼロ、その文書は間の文書は 5段階。　これも表示か隠すこともですかを有効化する選べます。べます。
・送信 VFO：スプリットモードでは、送信モード VFO は画面の下段に表示されます。の文書は下にそれら機能の概要を記述します。段に固有の機能があります；表示されます。
・RIT（Receiver Incremental Tuning）：スプリットモードでな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い時、かつ、RIT がゼロで
な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い時、　RIT値に下線がが下にそれら機能の概要を記述します。段左に固有の機能があります；表示されます。（複号機能）写真に示します。で VFO　B 周波数のプリセットを有効化する表示している位置）。
RIT がゼロ以外はあるものの、でスプリトモードでな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い時、受信モード周波数のプリセットが送信モード VFO 周波数のプリセットと全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。（複号機能）VFO A

または VFO B の文書はいづれか）プラス RIT（複号機能）マイナスの文書はオフセットと全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、るでしょう）
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・デコードされたされた CW の表示：表示：画面の下段に表示されます。下にそれら機能の概要を記述します。段の文書は残りりの文書はスペースはデコードされた CW 文字まで、残りを有効化する表示する
の文書はに固有の機能があります；使われます。　RIT がゼロでスプリット運用していな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い時に固有の機能があります；は、下にそれら機能の概要を記述します。段の文書は 16 文字まで、残り全てのファームウエアバージョンは、全部がが CW の文書は
デコーダー表示と全モデルのして使われます。　RIT またはキーヤー速度を有効化する調節しているときには、画面の右していると全モデルのきに固有の機能があります；は、画面の下段に表示されます。の文書は右
側のみがの文書はみ使用可能です。が CW デコードに固有の機能があります；使われます。　CW デコーダーはデコーダー構成メニュー項目のタイプメニューで停止することすること全モデルの
が出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、来ます。ます。
・練習モード：モードされた：練習”モードもあり、実際に電波を出すことなくモード（複号機能）実際に電波を出すことなくの文書は送信モードは停止すること）中のでは、上に“段の文書は周波数のプリセット地の右側に“の文書は右側のみがに固有の機能があります；“P”の文書は文字まで、残りが表
示されます。　GPS を有効化する挿入した時、自己テスト機構を内蔵しています！防衛のために、自動的に練習モードとなる場合、“の文書はために固有の機能があります；、自動メッセージ送信モード的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；練習”モードもあり、実際に電波を出すことなくモードと全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、る場合には、“G”の文書は文
字まで、残りが表示されます。
・実時刻表示：下にそれら機能の概要を記述します。段右側のみがの文書は 5 文字まで、残りが、実時刻は表示の文書はために固有の機能があります；使われること全モデルのがあります。　フォーマッ
トは、HH:MM です。　これは、ビーコンメニューの文書は“時刻は設定のモデルに固有の機能があります；”モードもあり、実際に電波を出すことなくで手く行かない時には、何らかのデバッギングをせねばなりません。動メッセージ送信モードでセットするか、GPS シリ
アルのストリーム解析によってセットされます。　時刻は“に固有の機能があります；よってセットされます。　時刻はは“Other”メニューの文書は“Clock”項目で有の機能があります；効化する
されます。

3. 運用の制御のチューニング制御

　
この文書は図するものです。　とくにトランシーバーから操作周波数や他の操作パラメーターを読みだすタは、QCX＋には無効です。無線機の文書は操作制御は、を有効化する例えば、反復する示するの文書はに固有の機能があります；使用します。
ゲインポテンションメーター以外はあるものの、の文書は全てのファームウエアバージョンは、全ての文書はコントロールのは、運用モード、メニュー編集、等に固有の機能があります；従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すっ
て複数のプリセット機能があります；を有効化する持っており、ちます。　下にそれら機能の概要を記述します。段右に固有の機能があります；あるチューニングロータリーエンコーダーは中の心軸がボタンにがボタンに固有の機能があります；
な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、っていて押すすこと全モデルので活性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用す化するされます。　また、この文書は押すしボタンもまた、複数のプリセット機能があります；を有効化する持っており、ちます。　
この文書は文書はでは、3つの文書はボタンを有効化する表示しています。　”モードもあり、実際に電波を出すことなくSelect”、”モードもあり、実際に電波を出すことなくExit”、”モードもあり、実際に電波を出すことなくRotary”の文書は３つです。
ボタン名　“Select”と全モデルの“Exit”は、それぞれ、構成メニュー項目のタイプメニューの文書は編集の文書は間、共通です。　の文書はアクションと全モデルのして機
能があります；します。　Select はメニュー項目を有効化する編集するかサブしたりできます。メニューに固有の機能があります；ステップダウンします：Exit は
編集されたメニュー項目を有効化する保存するか、親メニューに戻るかします。メニューに固有の機能があります；戻るかします。るかします。
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無線機操作に固有の機能があります；慣れるまでの間、覚えておくとよいでしょう。　もし予期せぬ機能やメニューに出くれるまでの文書は間、覚えておくとよいでしょう。　もし予期せぬ機能やメニューに出くえておくと全モデルのよいでしょう。　もし予期せぬ機能やメニューに出く機能があります；や電波の弱い条件下ではメニューに固有の機能があります；出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、く
わしたら、ほと全モデルのんどいつも Exit ボタンを有効化する押すすこと全モデルのでキャンセルのして主操作モードに固有の機能があります；戻るかします。ること全モデルのが出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、来ます。
る、と全モデルのいうこと全モデルのを有効化する。
それぞれの文書はボタンは、1度押すすか、2度（複号機能）ダブしたりできます。ルのクリック）または長押すししても構いません。
この文書はこと全モデルのは各ボタンに固有の機能があります；ついて 3つの文書は異なります。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、る機能があります；性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すを有効化する持っており、たせること全モデルのができます。　実際に電波を出すことなく、Rotary ボ
タンは固めでダブしたりできます。ルのクリックするの文書はは困難です；したがってセンターボタンのダブルクリックは機です；したがってセンターボタンの文書はダブしたりできます。ルのクリックは機
能があります；を有効化する持っており、ちません。

3.1 チューニングのチューニング単位
ロータリーエンコーダーは活動メッセージ送信モード中のの文書は VFO を有効化する調整ツールします。　チューニングの文書は大きさはアンダーライきさはアンダーライ
ンカーソルのに固有の機能があります；よって示されます。　下にそれら機能の概要を記述します。記の文書は例えば、反復するでは、アンダーラインカーソルのは 1KHz と全モデルの 100Hz 数のプリセット
値に下線がの文書は間の文書はコンマの文書は下にそれら機能の概要を記述します。に固有の機能があります；あります。
これはチューニング単位が 500Hz であること全モデルのを有効化する意味します。します。

使用可能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、チューニング単位は、1kHz、500Hz、100Hz または 10Hz です。
“Rotary”ボタン（複号機能）ロータリーエンコーダーの文書は中の心軸がボタンに）を有効化する 1 押すしすると全モデルの、チューニング単位を有効化する、
1kHz→500Hz→100Hz→10Hz→1kHz の文書は順で変化させます。　スタートアップ時の省略時ので変化するさせます。　スタートアップ時の文書は省略時の文書は
チューニング単位は VFO メニューの文書は一つの文書は構成メニュー項目のタイプ項目です。（複号機能）後述します。を有効化する参照）
ロータリーエンコーダー軸がボタンにボタンを有効化する、押すしな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、がら保持っており、すること全モデルのもできます。　それからロータリー
エンコーダーを有効化する回してカーソルのを有効化する左右に固有の機能があります；動メッセージ送信モードかします；そうすると全モデルのステップの文書は選べます。択をを有効化する 1MHz まで可能があります；
に固有の機能があります；します；ボタン押すし 0.3秒以内でロータリーエンコーダーを有効化する回します。

3.2 キーヤー速度
スタートアップ時の文書は省略時の文書はキーヤー速度（複号機能）文字まで、残り/分）はキーヤーメニュー中のの文書は 1 つの文書は構成メニュー項目のタイプ項目で
す。（複号機能）後述します。）　無線機の文書は運用中の、キーヤー速度は容を非活動中の易にに固有の機能があります；変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいすること全モデルのができます。“Select”ボタン
を有効化する 1 度クリックすると全モデルの画面の下段に表示されます。上に“に固有の機能があります；速度(PC Speed wpm)が表示されます。

今あなたはロータリーエンコーダーを使って速度を調節することが出来ます。　任意のボタンを押あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たはロータリーエンコーダーを有効化する使って速度を有効化する調節しているときには、画面の右すること全モデルのが出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、来ます。ます。　任意の文書はボタンを有効化する押す
すと全モデルの主操作モードに固有の機能があります；戻るかします。ります。
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速度設定のモデルに固有の機能があります；が表示されたまま無線機を有効化する操作すること全モデルのもでます。　スピード調節しているときには、画面の右設定のモデルに固有の機能があります；がアクティブしたりできます。の文書は間
でも、ロータリーエンコーダー軸がボタンにボタンを有効化する押すして保存したメッセージの文書は送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、を有効化する選べます。択をすること全モデルのもでき
ます。
設定のモデルに固有の機能があります；スピードを有効化する 0 に固有の機能があります；すると全モデルのキーヤーモードの文書は設定のモデルに固有の機能があります；を有効化する無視して“ストレート”キーモードになります。して“ストレート”モードもあり、実際に電波を出すことなくキーモードに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。
これはアンテナチューニングの文書は目的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使で速や電波の弱い条件下ではかに固有の機能があります；キーダウンできるように固有の機能があります；するの文書はに固有の機能があります；有の機能があります；用です。　キー
ヤーメニューに固有の機能があります；行の運用パラメーターの保存（って、ストレートキーモードを有効化する選べます。択を、チューンアップを有効化する実行の運用パラメーターの保存（後、メニューに固有の機能があります；戻るかします。っ
て Iambic に固有の機能があります；再度変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みください、するよりは、はるかに固有の機能があります；簡単に固有の機能があります；できます。　
スピードを有効化するゼロ以上に“に固有の機能があります；増や電波の弱い条件下ではせば、正した場合には常に有益な測定に固有の機能があります；構成メニュー項目のタイプしたキーヤーモードに固有の機能があります；自動メッセージ送信モード的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；リストアされます。

3.3 RIT
RIT (PC Receiver Incremental Tuning) は、送信モード周波数のプリセット（複号機能）表示中のの文書はVFO周波数のプリセット）を有効化する変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいせずに固有の機能があります；受信モード
周波数のプリセットだけを有効化する変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいできます。　他のメニュー局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他が同じピンを共用します。調ズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、レしていたりドリフトしている場合にはに固有の機能があります；有の機能があります；用です。　他のメニュー
局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他に固有の機能があります；は送信モード周波数のプリセットから数のプリセット kHz離れた異なる周波数を聞いている活動中のれた異なります。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、る周波数のプリセットを有効化する聞いている活動中のいている活動メッセージ送信モード中のの文書はDX局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他も含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。まれます。
この文書は無線トランシーバの取扱説明書です。はRIT値に下線が　―中、特に9,999Hzから　＋には無効です。9,999Hzまで許容を非活動中のします。
スタートアップ時の文書は省略時RIT値に下線がはVFOメニューの文書は 1構成メニュー項目のタイプ項目です。（複号機能）後述します。）
Ritは通です。　常に有益な測定の文書は運用中のに固有の機能があります； Selectボタンの文書はダブしたりできます。ルのクリックで簡単に固有の機能があります；調節しているときには、画面の右できます；

今あなたはロータリーエンコーダーを使って速度を調節することが出来ます。　任意のボタンを押、ロータリーエンコーダーを有効化する使いRITを有効化するチューンします。　そうすると全モデルの、VFOに固有の機能があります；即座に適用さに固有の機能があります；適用さ
れたRITを有効化する聞いている活動中のくこと全モデルのができます。
RITコントロールのの文書はチューンレートは、ここでもアンダーラインカーソルのに固有の機能があります；よって表示されます。
（複号機能）写真に示します。では 100Hz）　チューンレートを有効化する変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいするために固有の機能があります；は、ロータリーボタン（複号機能）ロータリーエン
コーダー軸がボタンに）を有効化する押すして保持っており、したままエンコーダーを有効化する回します。　カーソルのが左又はメッセージ送信モード、メニュー編集、調整、等での表示は異なります。は右に固有の機能があります； 1回に固有の機能があります；つき
1文字まで、残りだけ動メッセージ送信モードくの文書はが分かるでしょう。　コンマの文書は下にそれら機能の概要を記述します。の文書はカーソルのは 500Hzの文書はチューニングステップを有効化する
表します。　RITチューニングを有効化するキャンセルの（複号機能）RITを有効化するゼロに固有の機能があります；リセット）するに固有の機能があります；は、Exitボタンを有効化する押す
します；そうすると全モデルの主運用モードに固有の機能があります；戻るかします。りRITを有効化するゼロに固有の機能があります；セットします。　主運用モードに固有の機能があります；戻るかします。るために固有の機能があります；、
Selectボタンを有効化する押すします。　今あなたはロータリーエンコーダーを使って速度を調節することが出来ます。　任意のボタンを押RITはVFOの文書は下にそれら機能の概要を記述します。に固有の機能があります；表示されています；例えば、反復するえば；

RITモードの文書はキャンセルのは簡単です。　Selectボタンを有効化するダブしたりできます。ルのクリックしてRIT編集を有効化する表示、Exit
ボタンを有効化する押すしてそれを有効化するキャンセルのします。（複号機能）RITを有効化するゼロに固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；すること全モデルのを有効化する意味します。します）
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RIT表示がアクティブしたりできます。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、間も送信モードは可能があります；です。　スピード調節しているときには、画面の右設定のモデルに固有の機能があります；がアクティブしたりできます。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、間、ロータリエ
ンコーダ軸がボタンにボタンを有効化する押すして保存メッセージの文書は送信モードを有効化する選べます。択をすること全モデルのもできます。

3.4 VFO モード
Exit ボタンを有効化する 1 度押すすと全モデルの活動メッセージ送信モード VFO モードが変わります。　2 つの文書は独立したした VFO、A と全モデルの B があり、
これらの文書は VFO を有効化する使うための文書は 3 つの文書は VFO モードがあります：
・VFO A が送受信モード VFO と全モデルのしてアクティブしたりできます。；RIT はゼロ以外はあるものの、な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ら受信モード中のに固有の機能があります；適用される。
・VFO B が送受信モード VFO と全モデルのしてアクティブしたりできます。；RIT はゼロ以外はあるものの、な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ら受信モード中のに固有の機能があります；適用される。
・スプリット：VFO A が受信モードと全モデルのして使われ、VFO B が送信モードと全モデルのして使われる；RIT は全てのファームウエアバージョンは、全く無視して“ストレート”キーモードになります。される。
すプリっと全モデルのモードは、DX局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他で使われること全モデルのが多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。い。　彼らは送受信を異なる周波数で行うから。らは送受信モードを有効化する異なります。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、る周波数のプリセットで行の運用パラメーターの保存（うから。

3.5 VFO A/B 運用の制御
周波数スワップ：スワップ：VFO A と全モデルの B の文書は内容を非活動中の（複号機能）周波数のプリセット）を有効化する Exit ボタンを有効化する長押すしすること全モデルのでスワップするこ
と全モデルのが出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、来ます。ます。　これは VFO 周波数のプリセットを有効化するセットアップすると全モデルのきに固有の機能があります；便利に使えます。　例えば、反復するです。
VFO A を B にコピー：コピー：VFO　A を有効化する B に固有の機能があります；コピーするために固有の機能があります；は、Exit ボタンを有効化する 1 度長押すしの文書は後に固有の機能があります； 1 度
短く押します。　ちょうどく押すします。　ちょうど Exit ボタン上に“で、CW の文書は　’N’　を有効化するゆっくり目に固有の機能があります；打つのににています。つの文書はに固有の機能があります；に固有の機能があります；ています。
VFO B を A にコピー：コピー：VFO B を有効化する A に固有の機能があります；コピーするために固有の機能があります；は、Exit ボタンを有効化する 1 度長押すしし、続セクションをお読みくださいいて速
い二つのマイナーな例外はあるものの、度押すしします。　あたかも Exit ボタン上に“で、CW の文書は　’D’　を有効化する打つのににています。つの文書はに固有の機能があります；似ています。ています。

3.6 周波数のプリセットのチューニングプリセット機構
16 個までプリセットできます。　各周波数は設定メニューで編集することの文書は周波数のプリセットの文書は事前設定のモデルに固有の機能があります；を有効化する使えます。　好みの操作周波数をみ使用可能です。の文書は周波数のプリセットを有効化する保存しておくと全モデルのか、一時的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；使用すると全モデルの
か、お好みの操作周波数をみ使用可能です。の文書はままに固有の機能があります；使ってください。　プリセットは 1から 16 までラベルのが付きき、Preset メ
ニュー中ので個までプリセットできます。　各周波数は設定メニューで編集すること々に編集できます。（後述）に固有の機能があります；編集できます。（複号機能）後述します。）
使用中のの文書は VFO 周波数のプリセットを有効化するその文書はままプリセットに固有の機能があります；保存すること全モデルのが非常に有益な測定に固有の機能があります；便利に使えます。　例えば、反復するな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、時があります。
通です。　常に有益な測定の文書は運用モードでプリセット周波数のプリセットの文書はリストを有効化する表示するに固有の機能があります；は、Exit ボタンを有効化するダブしたりできます。ルのクリックしま
す。　と全モデルの、こんな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、表示に固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります；

上に“段に固有の機能があります；は、いつも通です。　り、現在チューニング中の単位数値に下線がアクティブしたりできます。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、 VFO 周波数のプリセットが幼児されます。されます。
下にそれら機能の概要を記述します。段は、4番目の文書は文字まで、残りと全モデルのして“1”が表示されています。　これがプリセットの文書は番号です。
続セクションをお読みくださいく番号（複号機能）上に“の文書は例えば、反復するでは　14,035,00）がプリセット 1 に固有の機能があります；保存された周波数のプリセットです。
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ロータリエンコーダを有効化する使ってプリセットの文書はリストを有効化するスクロールのし、希望の周波数を見つけます。　の文書は周波数のプリセットを有効化する見つけます。　つけます。　
望の周波数を見つけます。　み使用可能です。の文書はプリセットを有効化する選べます。んだら、3 つの文書はボタン、Save, Cancel、Load、の文書はうちの文書は 1 つを有効化する押すします；
例えば、反復するえば：
・現行の運用パラメーターの保存（ VFO を有効化する選べます。択を中のの文書はプリセットに固有の機能があります； Save：Select ボタンを有効化する押すす。
・プリセット操作の文書は Cancel（複号機能）主運用モードに固有の機能があります；戻るかします。る）：Rotary ボタンを有効化する押すす。
・選べます。択をしたプリセット周波数のプリセットを有効化する現行の運用パラメーターの保存（ VFO に固有の機能があります； Load：Exit ボタンを有効化する押すす。
最初の文書は文字まで、残り“S”　と全モデルの　16桁目の文書は　”モードもあり、実際に電波を出すことなくL”の文書は文字まで、残りが意図するものです。　とくにトランシーバーから操作周波数や他の操作パラメーターを読みだすタすると全モデルのころは、どちらの文書はボタンが Save で、ど
ちらの文書はボタンが Loadかの文書はリマインダーです。　（複号機能）Load するな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ら右の文書は Rotary ボタンで Save する
な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ら左の文書は Select ボタンと全モデルのいう意味します。）

3.7 自動メッセージ送信モードメッセージ送信モードモード
私の好みの自動送信モードは、の文書は好みの操作周波数をみ使用可能です。の文書は自動メッセージ送信モード送信モードモードは、CQ コールのを有効化する繰り返して送出することです。り返して送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、すること全モデルのです。
ある局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他から応じて答があったら、キーをタップして自動送出モードをキャンセルして、送信を行うことがあったら、キーを有効化するタップして自動メッセージ送信モード送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、モードを有効化するキャンセルのして、送信モードを有効化する行の運用パラメーターの保存（うこと全モデルの
ができます。　12 個までプリセットできます。　各周波数は設定メニューで編集することの文書はメッセージメモリーがあります。　最初の文書は 4 つは 100 文字まで、残りまで、残りりの文書は 8

つに固有の機能があります；は 50 文字まで、残り記録できます。　ボタンをできます。
事前に固有の機能があります；保存したメッセージを有効化する送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、するに固有の機能があります；は、Rotary ボタンを有効化する 1 度長押すしします。
最初の文書は保存メッセージがスクリーンに固有の機能があります；表示されます。　例えば、反復するえば CQ コールのがメッセージ１に固有の機能があります；保存さ
れていたと全モデルのしますと全モデルの、この文書はような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、表示が表れます；

下にそれら機能の概要を記述します。段左端にメッセージ番号（この場合はに固有の機能があります；メッセージ番号（複号機能）この文書は場合にはは 1）が表示され、続セクションをお読みくださいいて保存メッセージの文書は最初の文書は部が分が出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、
てきます。　ここがブしたりできます。ランク（複号機能）空白）の文書は場合にはは、もちろん、あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たは何らかのデバッギングをせねばなりません。の文書はメッセージも保存してい
な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、かったこと全モデルのを有効化する意味します。します！
ロータリーエンコーダを有効化する使って 12 個までプリセットできます。　各周波数は設定メニューで編集することの文書は保存メッセージを有効化する前後に固有の機能があります；スクロールのして送信モードしたいメッ
セージを有効化する選べます。びます。　メッセージは、メッセージメニューの文書は”モードもあり、実際に電波を出すことなくRepeats”パラメーたーに固有の機能があります；従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すった回数のプリセット
だけ送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、すること全モデルのができます。（複号機能）後述します。）
反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。する送信モード間の文書は間隔も設定可能です。もメッセージメニューの文書は“Interval”パラメーターに固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；すること全モデルのが
できます。　送信モードしたいメッセージを有効化する一旦選べます。んだら、3 つの文書はボタンの文書はうちの文書は 1 つを有効化する以下にそれら機能の概要を記述します。の文書はように固有の機能があります；押す
します；
・REPEAT：Select ボタンを有効化する押すすと全モデルの、その文書はメッセージを有効化する反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。して送信モードする
・ONCE：Rotary ボタンを有効化する押すすと全モデルの、その文書はメッセージを有効化する 1 回だけ送信モードする
・CANCEL :Exit ボタンを有効化する押すすと全モデルの、その文書はメッセージ操作を有効化するキャンセルのする
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REPEAT メッセージ送信モードモードがアクティブしたりできます。の文書は時、反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。回数のプリセットと全モデルの間隔も設定可能です。は、メッセージメニューの文書は
Repeats と全モデルの Interval パラメーターで指定のモデルに固有の機能があります；された通です。　りに固有の機能があります；実行の運用パラメーターの保存（されます。
保存メッセージの文書は送信モードは現在チューニング中の単位数値に下線が設定のモデルに固有の機能があります；されているキーヤースピードで送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、されます。　実際に電波を出すことなくに固有の機能があります；保存メッ
セージを有効化する送信モード中のに固有の機能があります；、その文書は送信モードを有効化するいつでも即座に適用さに固有の機能があります；キャンセルのすること全モデルのができます。　Exit ボタンを有効化する押す
すか、モールのスキーまたはパドルので送信モードを有効化するすること全モデルのでキャンセルのできます。
RIT またはスピード調節しているときには、画面の右モードがアクティブしたりできます。の文書は時、ユーザーは無線機を有効化する操作（複号機能）送信モードの文書はキーイング）
を有効化するしても構いませんし、ロータリーエンコーダー中の心軸がボタンにシャフトボタン（複号機能）Rotary ボタン）を有効化する押すし
て保存メッセージの文書は送信モードを有効化する始めても構いません。めても構いません。

4. メニューシステム
不揮発性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すメモリ（複号機能）EEPROM）に固有の機能があります；保存される 80 以上に“の文書は異なります。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、る構成メニュー項目のタイプ、運用パラメーターに固有の機能があります；関する拡張する拡張したりそのまま楽しんだりできます。　更に詳細は各機能の後続セクションをお読みください
されたメニューシステムがあります。　それらは編集可能があります；で無線機の文書は挙動メッセージ送信モードを有効化するすべての文書は局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他面の下段に表示されます。を有効化する制御は、す
ること全モデルのができます。
メニューは以下にそれら機能の概要を記述します。の文書は 9 つの文書はグルのープに固有の機能があります；組み込みの調整ツールメニューがある織化するされています：（複号機能）訳者に有効で：英文の文書はままと全モデルのする）
 1. Preset

 2. Messages

 3. VFO

 4. Keyer

 5. Decoder

 6. Beacon

 7. Other

 8. Alignment

 9. Test equipment

 Save settings!

メニューシステムに固有の機能があります；入るに固有の機能があります；は、Select ボタンを有効化する 1 度長押すしする。　9 つの文書はサブしたりできます。メニュー項目の文書は全てのファームウエアバージョンは、全て
を有効化するスクロールのしたければ、ロータリーエンコーダーを有効化する回せばリストを有効化する前後できる。
メニュー項目の文書は一つに固有の機能があります；入るに固有の機能があります；は、Select ボタンを有効化する押すす。　主運用モードに固有の機能があります；戻るかします。るに固有の機能があります；は、Exit ボタン
を有効化する押すす。
メニューシステムでのゴールデンルールは、メニューレベルに深く入りこむ時はでの表示：ゴールデンルールは、メニューレベルに深く入りこむ時はメニューレベルにコピー：深く入りこむ時はく入りこむ時は入りこむ時はりこむ時は時は Select

ボタン、メニューレベルに深く入りこむ時は項目の編集を実行し、戻るにはの表示：編集を実行し、戻るにはを実行し、戻るにはし、メニューレベルに深く入りこむ時は戻るにはるにコピー：は Exit ボタン。
メニュー項目を有効化する編集するために固有の機能があります；は、該当のメニュー項目まで行き、の文書はメニュー項目まで行の運用パラメーターの保存（き、Select ボタンを有効化する押すして編集を有効化する行の運用パラメーターの保存（
います。　その文書は項目の文書は編集が終わったときにはわったと全モデルのきに固有の機能があります；は Exit ボタンを有効化する押すして保存します。
覚えておくとよいでしょう。　もし予期せぬ機能やメニューに出くえておいてください。　メニューシステムから離れた異なる周波数を聞いている活動中のれ、主運用モードに固有の機能があります；戻るかします。った時に固有の機能があります；の文書はみ使用可能です。、構成メニュー項目のタイプパラ
メーターの文書は変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいが無線機に固有の機能があります；対して効果を表すということを。　メニュー項目を閲覧していたり編集して効果を提供します。を有効化する表すと全モデルのいうこと全モデルのを有効化する。　メニュー項目を有効化する閲覧を表示します。　メッセージの送出は、していたり編集
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している間は、無線機は現在チューニング中の単位数値に下線が選べます。択をしている VFO 周波数のプリセットでの文書は受信モードモードの文書はままです。　これに固有の機能があります；対して効果を表すということを。　メニュー項目を閲覧していたり編集す
る例えば、反復する外はあるものの、は、或る調整やテスト設備ツールで、これらは無線機の部分を使う必要があります。る調整ツールや電波の弱い条件下ではテスト設備ツールで、これらは無線機の部分を使う必要があります。ツールので、これらは無線機の文書は部が分を有効化する使う必要を記述します。があります。

4.1 現行の運用パラメーターの保存（のチューニング運用の制御パラメーターのチューニング保存（複号機能）VFO 周波数のプリセット、等）
最後（複号機能）10番目）の文書は　”モードもあり、実際に電波を出すことなくSave settings!”　は、特定のモデルに固有の機能があります；の文書は運用パラメーターを有効化する EEPROM に固有の機能があります；保存するため
の文書は特殊な項目です。　保存された項目は、次回、無線機のパワーを入れたときの省略値となりますな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、項目です。　保存された項目は、次に電源を入れたときには回、無線機の文書はパワーを有効化する入れたと全モデルのきの文書は省略値に下線がと全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。
　この文書はこと全モデルのは非常に有益な測定に固有の機能があります；便利に使えます。　例えば、反復するで、次に電源を入れたときには回スイッチオンする時は今あなたはロータリーエンコーダーを使って速度を調節することが出来ます。　任意のボタンを押と全モデルの全てのファームウエアバージョンは、全く同じピンを共用します。じ構成メニュー項目のタイプで運用を有効化する再開できるわけできるわけ
です。　設定のモデルに固有の機能があります；保存の文書はための文書は制御は、順で変化させます。　スタートアップ時の省略時のは非常に有益な測定に固有の機能があります；シンプルのです。
無線機を有効化するスイッチオフすると全モデルのきに固有の機能があります；は、こうすれば簡単に固有の機能があります；素早く現行構成を保存できます。く現行の運用パラメーターの保存（構成メニュー項目のタイプを有効化する保存できます。
a) Select ボタンの文書は 1 度長押すしで、構成メニュー項目のタイプメニューシステムに固有の機能があります；入る
b) ロータリーエンコーダーを有効化する左に固有の機能があります；ワンクリック回すと全モデルの”モードもあり、実際に電波を出すことなくSave settings!”を有効化する画面の下段に表示されます。に固有の機能があります；表示
c) Select ボタンを有効化するもう 1 度押すすと全モデルの実際に電波を出すことなくに固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；項目が保存される
保存される項目リストです：される項目の編集を実行し、戻るにはリストです：です：
 VFO Mode (PC A, B, Split)

 VFO A frequency

 VFO B frequency

 Tune rate

 RIT

 RIT tune rate

 Signal generator frequency

4.2 構成メニュー項目のタイプメニュー項目のチューニングタイプ
メニュー構成メニュー項目のタイプ項目に固有の機能があります；は 5 つの文書はタイプがあり、これらの文書は編集は各タイプに固有の機能があります；より少し違いがあります。し違いがあります。いがあります。
1) LIST: メニュー項目に固有の機能があります；適用可能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、値に下線がの文書は一覧を表示します。　メッセージの送出は、、例えば、反復する、キーヤーモード
2) BOOLEAN: ON/OFF パラメーター、例えば、反復する、バの取扱説明書です。ッテリー icon を有効化する表示させるか否かか
3) NUMBER: 数のプリセット値に下線がパラメーター、例えば、反復する、保存する周波数のプリセットの文書はプリセット
4) TEXT: 文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使の文書は構成メニュー項目のタイプ項目、例えば、反復する、保存されたメッセージ
5) UNEDITABLE: いくつかの文書はメニュー項目は表示の文書はみ使用可能です。、例えば、反復する、同じピンを共用します。調や電波の弱い条件下ではテストツールの

4.3 構成メニュー項目のタイプメニューパラメーターのチューニング編集
パラメーターを有効化する編集するに固有の機能があります；は、該当のメニュー項目まで行き、の文書はメニューの文書は求めるパラメーターまでたどり着き、めるパラメーターまでたどり着き、き、Select ボタ
ンを有効化する押すします。　編集が有の機能があります；効な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、場合には、編集対して効果を表すということを。　メニュー項目を閲覧していたり編集象の桁の下にカーソルが見えます。の文書は桁の文書は下にそれら機能の概要を記述します。に固有の機能があります；カーソルのが見つけます。　えます。
例えば、反復するえば、下にそれら機能の概要を記述します。記はメニュー公務 2.13、自動メッセージ送信モード送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、メッセージの文書は反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。間隔も設定可能です。の文書は数のプリセット値に下線がです：
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数のプリセット値に下線が 4 の文書はアンダーラインカーソルのが編集可能があります；を有効化する表しています；ロータリーエンコーダーを有効化する回すと全モデルの値に下線が
が変わります。　編集が終わったときには了したらしたら Exit ボタンを有効化する押すして編集を有効化する終わったときにはえます。　これでパラメーターが
マイクロコントローラーの文書は EEPROM メモリーに固有の機能があります；保存されます。
明滅する反転カーソルの表示も可能です。　する反転カーソルの表示も可能です。　カーソルのの文書は表示も可能があります；です。　Other メニューの文書は”モードもあり、実際に電波を出すことなくCursor Style”パラメーターで選べます。択を
できます。（複号機能）後の文書は項参照）

4.4 LIST パラメーターのチューニング編集
List パラメーターの文書は編集は簡単です。　ロータリーエンコーダーを有効化する回すだけです。
画面の下段に表示されます。は List の文書は各項目を有効化するスクロールのします。　例えば、反復するえば、下にそれら機能の概要を記述します。記はキーヤーモードパラメーターで、メ
ニュー 4.1 です：

編集位置カーソルのが下にそれら機能の概要を記述します。段の文書は左端にメッセージ番号（この場合はに固有の機能があります；表示されていること全モデルのに固有の機能があります；注意。
自分の文書は選べます。択をに固有の機能があります；満足な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、らば、Select または Exit ボタンを有効化する押すして保存します。

4.5 BOOLEAN パラメーターの編集編集
BOOLEAN パラメーターの文書は変種はは LIST パラメーターの文書は編集を有効化する全てのファームウエアバージョンは、全く同じピンを共用します。じですが、項目の文書は一覧を表示します。　メッセージの送出は、は常に有益な測定に固有の機能があります；
ONかOFF であると全モデルのいうこと全モデルのです。（複号機能）真に示します。か虚かを表します）かを有効化する表します）

4.6 NUMBER パラメーターのチューニング編集
Number パラメーターの文書は編集時に固有の機能があります；は、アンダーラインカーソルのは、今あなたはロータリーエンコーダーを使って速度を調節することが出来ます。　任意のボタンを押編集される桁の文書は下にそれら機能の概要を記述します。に固有の機能があります；表示され
ます。　カーソルのは左端にメッセージ番号（この場合は（複号機能）最も重要を記述します。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、桁）から始めても構いません。まります。　ロータリーエンコーダーがその文書は桁を有効化する
変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいします。　操作は通です。　常に有益な測定の文書は運用での文書は VFO の文書はチューニングと全モデルの非常に有益な測定に固有の機能があります；に固有の機能があります；ています。　この文書は例えば、反復するでは省
略時（複号機能）パワーアップ時）の文書は VFO 周波数のプリセットを有効化する編集しています：
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“チューニング単位”モードもあり、実際に電波を出すことなくを有効化する変えるに固有の機能があります；は以下にそれら機能の概要を記述します。を有効化する行の運用パラメーターの保存（います。
a) Select ボタンを有効化する押すしカーソルのを有効化する一つ右の文書は桁に固有の機能があります；移動メッセージ送信モードする、または、
b) Rotary ボタンを有効化する押すしたまま保持っており、しロータリーエンコーダー軸がボタンにを有効化する回します―中、特にこれでカーソルのを有効化する右
または左に固有の機能があります；移動メッセージ送信モードできます。
Number の文書は編集が終わったときには了したらしたら以下にそれら機能の概要を記述します。を有効化する行の運用パラメーターの保存（い Number を有効化する EEPROM に固有の機能があります；保存します：
a) Exit ボタンを有効化する押すす、または、
b) Select ボタンを有効化する何らかのデバッギングをせねばなりません。回も押すしてカーソルのが Number の文書は右端にメッセージ番号（この場合はから消えるまで続セクションをお読みくださいけます。
まだ一つ方を分割した状態で操作（法があります。　大変便利な方法です。　モールスキーとがあります。　大きさはアンダーライ変便利に使えます。　例えば、反復するな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、方を分割した状態で操作（法があります。　大変便利な方法です。　モールスキーとです。　モールのスキーと全モデルの CW デコーダーを有効化する使う方を分割した状態で操作（法があります。　大変便利な方法です。　モールスキーとで
す!　
数のプリセット値に下線がパラメーターの文書は編集中のに固有の機能があります；、CW デコーダーがアクティブしたりできます。に固有の機能があります；して、0から 9 までの文書は数のプリセット値に下線が文字まで、残りを有効化するデ
コードさせます。　CW デコーダーは、文字まで、残り間、ワード間スペースの文書は正した場合にはしいタイミングを有効化する期待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、しま
す。　また、CW デコーダーは、構成メニュー項目のタイプされたキーヤースピードに固有の機能があります；近い速度での数値のキーインを期い速度での文書は数のプリセット値に下線がの文書はキーインを有効化する期
待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、します。　キーイング速度があまりに固有の機能があります；違いがあります。っていると全モデルの、CW デコーダーは、あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書はキーイングを有効化する
採用しますが幾つかの基本機能も提供します。つかの文書は文字まで、残りがキーイングスピード（複号機能）パラメーター）に固有の機能があります；よって判別されることになりされること全モデルのに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、り
幾つかの基本機能も提供します。つかの文書は文字まで、残りが誤認され得ます。され得ます。ます。
数のプリセット字まで、残りを有効化する全てのファームウエアバージョンは、全部がキーインした時、その文書は数のプリセット値に下線がが自動メッセージ送信モード的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります； EEPROM に固有の機能があります；保存され、編集モードから離れた異なる周波数を聞いている活動中のれます。
　CW で数のプリセット値に下線がを有効化するキーイングする方を分割した状態で操作（法があります。　大変便利な方法です。　モールスキーとを有効化する一度経験すると、メニューパラメーターの編集に最も容易ですると全モデルの、メニューパラメーターの文書は編集に固有の機能があります；最も容を非活動中の易にで
速い方を分割した状態で操作（法があります。　大変便利な方法です。　モールスキーとと全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、るでしょう。

4.7 TEXT パラメーターのチューニング編集
TEXT パラメーターの文書は編集の文書は好みの操作周波数を例えば、反復するは、ショートメッセージです。　例えば、反復するえば、保存されたメッセージ
2 がメニュー項目 2.2 が編集中のです：（複号機能）下にそれら機能の概要を記述します。記）

間違いがあります。いな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、く TEXT パラメーター編集の文書は最も容を非活動中の易にな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、方を分割した状態で操作（法があります。　大変便利な方法です。　モールスキーとは、単に固有の機能があります；、CW デコーダーを有効化する使うこと全モデルのです！
前に固有の機能があります；も言いましたが、正しい文字間、ワード間スペースでタイミング良く打つことです。いましたが、正した場合にはしい文字まで、残り間、ワード間スペースでタイミング良く打つことです。く打つのににています。つこと全モデルのです。
また、CW デコーダーは設定のモデルに固有の機能があります；したキーヤースピードに固有の機能があります；近い速度での数値のキーインを期い速度で文字まで、残りを有効化する打つのににています。鍵することが期待されますること全モデルのが期待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、されま
す。　仮にストレートキーでキーイングを設定と異なる速度で開始したならば、に固有の機能があります；ストレートキーでキーイングを有効化する設定のモデルに固有の機能があります；と全モデルの異なります。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、る速度で開できるわけ始めても構いません。したな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、らば、CW デコーダーは
あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書はキーイングを有効化する採用しますが、幾つかの基本機能も提供します。つかの文書は文字まで、残りを有効化するあな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書はキーイング速度で“感じるため、幾じるため、幾つかの基本機能も提供します。
つかの文書は文字まで、残りは誤認され得ます。されること全モデルのがあります。　パラメータの文書は編集は、Exit ボタンを有効化する押すすか、編集でき
る文字まで、残りが無くな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、った時、例えば、反復するえば選べます。択をしたメッセージメモリーが一杯になった時、に終了します。に固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、った時、に固有の機能があります；終わったときには了したらします。
TEXT パラメーターを有効化するボタンや電波の弱い条件下ではロータリーエンコーダーですべて編集すること全モデルのは可能があります；ですが、通です。　常に有益な測定
それは時間の文書はかかる方を分割した状態で操作（法があります。　大変便利な方法です。　モールスキーとと全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、るでしょう。QRP Labs の文書は Ultimate3S（複号機能）またはそれ以前
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の文書は）QRSSWSPR 送信モード機キットの文書は所有の機能があります；者に有効でな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、らば既にこのスタイルのに固有の機能があります；この文書はスタイルのの文書は TEXT 編集方を分割した状態で操作（法があります。　大変便利な方法です。　モールスキーとに固有の機能があります；精通です。　し
ていること全モデルのでしょう。TEXT パラメーターはメッセージキーヤーがコード化するできるすべての文書は

文字まで、残り、それらは CW デコーダーもデコードできる、を有効化するサポートします。
Aから Z、0から 9、スペース、句読みください文字まで、残り（複号機能）/=?. , ）注：=は CW では BT（複号機能）Break）の文書は意。

CW は　-…-　 (PC dah dit dit dit dah)

以下にそれら機能の概要を記述します。の文書は文字まで、残り/記号は特殊な項目です。　保存された項目は、次回、無線機のパワーを入れたときの省略値となりますな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、機能があります；を有効化する示します。
　　 Insert: テキスト中のに固有の機能があります；文字まで、残りを有効化する挿入する場合にはに固有の機能があります；使います。ロータリーエンコーダーを有効化する使っ

てこの文書は記号を有効化する探します。次にします。次に電源を入れたときにはに固有の機能があります； Select ボタンを有効化する押すしてそれを有効化するアクティブしたりできます。に固有の機能があります；します。　
カーソルの位置より右に固有の機能があります；ある全てのファームウエアバージョンは、全文字まで、残りが右に固有の機能があります； 1桁シフトします。もと全モデルのもと全モデルの現行の運用パラメーターの保存（位置に固有の機能があります；あった
文字まで、残りも含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。めてシフトします。
Backspace (delete): ロータリーエンコーダーでこの文書は記号を有効化する現行の運用パラメーターの保存（文字まで、残りと全モデルのして選べます。んだ
場合には、Select ボタンを有効化する押すすと全モデルの現行の運用パラメーターの保存（文字まで、残りが消去され、カーソルはされ、カーソルのは 1 文字まで、残り分左に固有の機能があります；バの取扱説明書です。ックし
ます。
Delete all: この文書は記号を有効化する現行の運用パラメーターの保存（文字まで、残りと全モデルのして選べます。んだ場合には、Select ボタンを有効化する押すすと全モデルのメッセー
ジの文書は全てのファームウエアバージョンは、全体マイクロコントローラ制御の送受信切り替えスイッチにより、無、画面の下段に表示されます。左端にメッセージ番号（この場合はから全てのファームウエアバージョンは、全部が、を有効化する消去され、カーソルはします。　”モードもあり、実際に電波を出すことなくUndo”は有の機能があります；りませんの文書はで要を記述します。注意！
Enter Right (finished): この文書は記号の文書は挙動メッセージ送信モードは Enter と全モデルの同じピンを共用します。じですが、カーソルのの文書は右側のみがに固有の機能があります；
あるテキストを有効化する含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。んでこれは全てのファームウエアバージョンは、全テキストを有効化する保存します。　つまり、単純に行全体を保存に固有の機能があります；行の運用パラメーターの保存（全てのファームウエアバージョンは、全体マイクロコントローラ制御の送受信切り替えスイッチにより、無を有効化する保存
します。
Enter (finished): 現行の運用パラメーターの保存（文字まで、残りと全モデルのしてこの文書は記号を有効化する選べます。んで Select ボタンを有効化する押すすと全モデルの、設定のモデルに固有の機能があります；の文書は
編集を有効化する終わったときには了したらします。　設定のモデルに固有の機能があります；は保存され、編集モードから離れた異なる周波数を聞いている活動中のれます。　　　　　　保存さ
れるテキストは、この文書は記号よりも左側のみがに固有の機能があります；ある部が分だけです。　この文書は記号よりも右側のみがに固有の機能があります；あ
るテキストは消去され、カーソルはされること全モデルのに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。

Rotary ボタンを有効化する押すして保持っており、したままエンコーダーを有効化する回せば、編集するテキスト内でカーソルのを有効化する左
右に固有の機能があります；動メッセージ送信モードかせます。　これが TEXT パラメータ内でカーソルのを有効化する動メッセージ送信モードかす方を分割した状態で操作（法があります。　大変便利な方法です。　モールスキーとです。

4.8 周波数のプリセットプリセット機構メニュー
16 個までプリセットできます。　各周波数は設定メニューで編集することの文書は周波数のプリセットプリセットがあります。　1から 16 までラベルのが付きされます。　この文書は例えば、反復するは Preset

5 を有効化する表示中のです：

Preset メニュー項目はすべて Number タイプです。　Number パラメーターの文書は編集に固有の機能があります；ついては上に“
記の文書は“NUMBER パラメーターの文書は編集”モードもあり、実際に電波を出すことなくセクションを有効化する参照してください。　また、既にこのスタイルのに固有の機能があります；“周波数のプリセットの文書は

Preset”で述します。べたように固有の機能があります；現行の運用パラメーターの保存（ VFO を有効化する Preset メモリーに固有の機能があります；ロードすると全モデルの便利に使えます。　例えば、反復するです。
17
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1.5 Preset 5
14,020,000



4.9 Messages メニュー
Message メニューに固有の機能があります；は 14 個までプリセットできます。　各周波数は設定メニューで編集することの文書は構成メニュー項目のタイプ項目があります：
2.1 Interval

2.2 Repeats

2.3 Message 1 (PC 100 characters text stored message)

2.4 Message 2 (PC 100 characters text stored message)

2.5 Message 3 (PC 100 characters text stored message)

2.6 Message 4 (PC 100 characters text stored message)

2.7 Message 5 (PC 50 characters text stored message)

2.8 Message 6 (PC 50 characters text stored message)

2.9 Message 7 (PC 50 characters text stored message)

2.10 Message 8 (PC 50 characters text stored message)

2.11 Message 9 (PC 50 characters text stored message)

2.12 Message 10 (PC 50 characters text stored message)

2.13 Message 11 (PC 50 characters text stored message)

2.14 Message 12 (PC 50 characters text stored message)

100 文字まで、残り長と全モデルの 50 文字まで、残り長の文書は 2種はの文書は Message プリセットメモリーがあります。
例えば、反復する:

ロータリーエンコーダーを有効化する回して 1から 12 までの文書はメッセージから編集対して効果を表すということを。　メニュー項目を閲覧していたり編集象の桁の下にカーソルが見えます。を有効化する選べます。びます。そして
Select ボタンを有効化する押すすと全モデルの編集できます。
下にそれら機能の概要を記述します。記の文書はいずれかの文書は方を分割した状態で操作（法があります。　大変便利な方法です。　モールスキーとで編集可能があります；です：
1) ロータリーエンコーダーを有効化する使って一覧を表示します。　メッセージの送出は、から文字まで、残りを有効化する一つづつ選べます。ぶ方法です。　文字を選んだら方を分割した状態で操作（法があります。　大変便利な方法です。　モールスキーとです。　文字まで、残りを有効化する選べます。んだら
Select ボタンを有効化する押すすと全モデルの次に電源を入れたときにはの文書は文字まで、残りに固有の機能があります；移動メッセージ送信モードします。　この文書は方を分割した状態で操作（法があります。　大変便利な方法です。　モールスキーとは前項で詳述します。しております。
2) 希望の周波数を見つけます。　する文字まで、残り列をストレートキーまたはパドルを使ってキーインします。　を有効化するストレートキーまたはパドルのを有効化する使ってキーインします。　CW デコーダーがメ
ニュー編集の文書はために固有の機能があります；活動メッセージ送信モード化するされていな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ければな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、りません。　（複号機能）”モードもあり、実際に電波を出すことなく編集を有効化する可能があります；に固有の機能があります；する”モードもあり、実際に電波を出すことなくパラメーターを有効化する
参照）
PROSIGNS: プロサイン（複号機能）交信モード略号）
モールのス略号の文書は典型はは 1対して効果を表すということを。　メニュー項目を閲覧していたり編集の文書は連続セクションをお読みください文字まで、残りで音と全モデルのしては間の文書はギャップはありません。よく使われるもの文書は
に固有の機能があります；、AR、KN、SK（複号機能）VA と全モデルのも言いましたが、正しい文字間、ワード間スペースでタイミング良く打つことです。う）があります。保存するメッセージに固有の機能があります；はその文書はような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、プロサインを有効化する
いくつ含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。んでも構いません。　プロサインを有効化する指定のモデルに固有の機能があります；するに固有の機能があります；は、”モードもあり、実際に電波を出すことなく ”モードもあり、実際に電波を出すことなく（複号機能）アンダーバの取扱説明書です。ー）文字まで、残りを有効化する使います‗”（アンダーバー）文字を使います 。
　メッセージ内に固有の機能があります；　“ ”モードもあり、実際に電波を出すことなく　文字まで、残りが含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。まれている場合には、後続セクションをお読みくださいの文書は‗”（アンダーバー）文字を使います 2 文字まで、残りは文字まで、残り間ギャップ無しで連続セクションをお読みください的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使
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2.3 Message 1



して送信モードされます。　しばしば使われるの文書はは　‗”（アンダーバー）文字を使いますAR、‗”（アンダーバー）文字を使いますKN、‗”（アンダーバー）文字を使いますSK（複号機能）‗”（アンダーバー）文字を使いますVA）等ですが、あまり使われ
な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い他のメニューの文書はプロサイン（複号機能）任意の文書は 2 文字まで、残りを有効化する連結すること全モデルの）を有効化する否か定のモデルに固有の機能があります；するもの文書はではありません。

Interval は Number パラメーターで、Repeat が構成メニュー項目のタイプされる場合には、保存したメッセージ送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、の文書は反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。
の文書は間隔も設定可能です。を有効化する秒で指定のモデルに固有の機能があります；します：（複号機能）次に電源を入れたときにはの文書は項参照）　

Repeats パラメーターは Repeat 送信モードモードに固有の機能があります；おいてメッセージ送信モードを有効化する何らかのデバッギングをせねばなりません。回繰り返して送出することです。り返すかを有効化する指定のモデルに固有の機能があります；しま
す。　Repeats パラメーターは、1から 99、または０の文書は番号ですが、実際に電波を出すことなくに固有の機能があります；は LIST タイプです。
0 の文書は場合には、Message 送信モードは何らかのデバッギングをせねばなりません。回続セクションをお読みくださいくか不定のモデルに固有の機能があります；です。

4.10 VFO メニュー
VFO メニューに固有の機能があります；は多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。くの文書は構成メニュー項目のタイプパラメーターがあり、VFO 操作と全モデルの CW 受信モードに固有の機能があります；影響を有効化する及びません。　ぼします。　
これらパラメーターの文書は多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。くは、単に固有の機能があります； VFO に固有の機能があります；ついての文書は省略値に下線がパラメーターです。　現行の運用パラメーターの保存（の文書は VFO 周波
数のプリセット、モード、等、はこれらの文書はパラメーターに固有の機能があります；は保存されていません。　もし現行の運用パラメーターの保存（ VFO 周波数のプリセット、
モード、等、を有効化する EEPROM に固有の機能があります；保存しておき次に電源を入れたときには回の文書はパワーアップ時に固有の機能があります；今あなたはロータリーエンコーダーを使って速度を調節することが出来ます。　任意のボタンを押と全モデルの全てのファームウエアバージョンは、全く同じピンを共用します。じ状態で操作（に固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、るように固有の機能があります；
したければ、前述します。の文書は“設定のモデルに固有の機能があります；の文書は保存”モードもあり、実際に電波を出すことなく機能があります；を有効化する使います。
この文書はメニューの文書は構成メニュー項目のタイプ項目を有効化する下にそれら機能の概要を記述します。記に固有の機能があります；説明します。

この文書はパラメーターに固有の機能があります；はパワーアップ時の文書は VFO モードを有効化する指定のモデルに固有の機能があります；します。　A, B,　または Split の文書はいず
れかです。　通です。　常に有益な測定運用中のの文書は使用 VFO モードはこの文書はパラメーターに固有の機能があります；は保存されません。　保存した
ければ前述します。の文書は“Save settings”を有効化する行の運用パラメーターの保存（います。

この文書はパラメーターは、パワーアップ時の文書は VFO 　A の文書は周波数のプリセットを有効化する指定のモデルに固有の機能があります；します。　通です。　常に有益な測定運用中のの文書は使用
VFO A 周波数のプリセットはこの文書はパラメーターに固有の機能があります；は保存されません。　保存したければ前述します。の文書は“Save settings”

を有効化する行の運用パラメーターの保存（います。
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2.1 Interval
20

2.2 Repeats
0

3.1 VFO mode
A

3.2 VFO A
14,027,500

3.3 VFO B
14,032,500



この文書はパラメーターは、パワーアップ時の文書は VFO 　B の文書は周波数のプリセットを有効化する指定のモデルに固有の機能があります；します。　通です。　常に有益な測定運用中のの文書は使用
VFO B 周波数のプリセットはこの文書はパラメーターに固有の機能があります；は保存されません。　保存したければ前述します。の文書は“Save settings”

を有効化する行の運用パラメーターの保存（います。

この文書は LIST タイプパラメーターに固有の機能があります；はパワーアップ時の文書はチューンレートを有効化する指定のモデルに固有の機能があります；します。　使用可能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、
値に下線がは：10MHz, 1MHz, 100kHz, 10kHz, 1kHz, 500Hz, 100Hz, 10Hz または 1Hz です。　通です。　常に有益な測定
運用中のの文書は現行の運用パラメーターの保存（チューンレートはこの文書はパラメーターに固有の機能があります；は保存されません。　保存したければ前述します。の文書は
“Save settings”を有効化する行の運用パラメーターの保存（います。

この文書はパラメーターはパワーアップ時の文書は RIT値に下線がを有効化する指定のモデルに固有の機能があります；します。　通です。　常に有益な測定運用中のの文書は現行の運用パラメーターの保存（ RIT値に下線がはこの文書はパラ
メーターに固有の機能があります；は保存されません。　保存したければ前述します。の文書は“Save settings”を有効化する行の運用パラメーターの保存（います。

この文書はパラメーターはパワーアップ時の文書は RIT チューニングレートを有効化する指定のモデルに固有の機能があります；します。　通です。　常に有益な測定運用中のの文書は現行の運用パラメーターの保存（
RIT チューニングレートはこの文書はパラメーターに固有の機能があります；は保存されません。　保存したければ前述します。の文書は“Save 

settings”を有効化する行の運用パラメーターの保存（います。

この文書は BOOLEAN タイプの文書はパラメーターは CW-R モードを有効化する可能があります；に固有の機能があります；します。　通です。　常に有益な測定CW は 700Hz離れた異なる周波数を聞いている活動中のれ
た上に“側のみがの文書はサイドバの取扱説明書です。ンド（複号機能）側のみが波帯）で受信モードします。　時と全モデルのして下にそれら機能の概要を記述します。側のみがの文書はサイドバの取扱説明書です。ンド（複号機能）側のみが波帯）の文書は方を分割した状態で操作（を有効化する
使いたい時があります。　例えば、反復するえば、CW フィルのター性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用す能があります；が不均衡な時に近隣の局との干渉を避けたな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、時に固有の機能があります；近い速度での数値のキーインを期隣の局との干渉を避けたの文書は局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他と全モデルのの文書は干渉を避けたを有効化する避けたけた
いような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、場合にはです。　この文書はような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、場合には、下にそれら機能の概要を記述します。側のみがの文書はサイドバの取扱説明書です。ンドでの文書は受信モードモードを有効化する選べます。択をするために固有の機能があります；この文書は
メニュー項目（複号機能）CW-R）を有効化する ON に固有の機能があります；すること全モデルのができます。

この文書はパラメーターは CW オフセットを有効化する Hz 単位で指定のモデルに固有の機能があります；します。　オフセットと全モデルのは送信モードと全モデルの受信モードの文書は VFO

周波数のプリセットの文書は差のことです。　あなたと同じ周波数で、の文書はこと全モデルのです。　あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たと全モデルの同じピンを共用します。じ周波数のプリセットで、700Hz の文書は音声出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使で、完璧にネットされた送に固有の機能があります；ネットされた送
信モードを有効化する解決するために受信中に自動的に適用されます。　するために固有の機能があります；受信モード中のに固有の機能があります；自動メッセージ送信モード的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；適用されます。　CW オフセット周波数のプリセットを有効化する変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいしたければ、
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3.4 Tune rate
100 Hz

3.5 RIT
+0,000

3.6 RIT rate
10 Hz

3.7 CW-R
OFF

3.8 CW offset
700
3.7 CW-R



この文書はパラメーターを有効化する使ってそうすればよろしい。　しかし、回路のチューニング中のの文書は 200Hz 用音声アナログフィ
ルのターは以前（複号機能）約）700Hz を有効化する中の心に固有の機能があります；働きます。　これは　オンエア―中、特にくこと全モデルのを有効化する警告しておきます。　しておきます。　CW オフセット周波数のプリセットがあま
りに固有の機能があります；離れた異なる周波数を聞いている活動中のれていると全モデルの、受信モードした音声が CW フィルのターの文書は外はあるものの、側のみがに固有の機能があります；落とすと時刻は消失し、次に電源を入れたときにはちること全モデルのに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、り減衰します。します。

4.11 キーヤー　メニュー
キーヤーメニューは CW キーヤーに固有の機能があります；関する拡張して下にそれら機能の概要を記述します。記に固有の機能があります；述します。べる多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。くの文書は構成メニュー項目のタイプパラメーターを有効化する含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。み使用可能です。ます。

ファームウエア内の文書は CW キーヤー機能があります；モードを有効化する指定のモデルに固有の機能があります；します。　可能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、モードは下にそれら機能の概要を記述します。記の文書は 4 つです：
 Straight

 IAMBIC A

 IAMBIC B

 Ultimatic

伝統的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、、上に“下にそれら機能の概要を記述します。に固有の機能があります；動メッセージ送信モードかすモールのスキー（複号機能）“ストレートキー”モードもあり、実際に電波を出すことなくと全モデルの呼びます）での主表示を上の写真に示します。びます）、を有効化する使いたい場合には、
“Straight”モードを有効化する選べます。択をします。   近い速度での数値のキーインを期代的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、パドルのを有効化する使いたい場合にはは、例えば、反復するえば、IAMBIC　A を有効化する指定のモデルに固有の機能があります；
します。

これは省略時の文書はパワーアップ時の文書はキーヤー速度で、Words per Minute（複号機能）wpm）で指定のモデルに固有の機能があります；します。
通です。　常に有益な測定運用中のの文書は現行の運用パラメーターの保存（スピードは、前述します。の文書は”モードもあり、実際に電波を出すことなくSave settings”を有効化するしな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い限で反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。り、この文書はパラメーター内に固有の機能があります；は保
存されません。　キーヤースピードは通です。　常に有益な測定の文書は主運用モードから、Select ボタンの文書は１押すしで簡単に固有の機能があります；変
更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいできます。　キーヤースピードは保存メッセージの文書は送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、時、CW モードでの文書はビーコン機能があります；で使わ
れます。　また、キーヤースピードは、送信モード中のもしくはメニュー項目の文書は編集中のに固有の機能があります；、CW デコーダー
を有効化する構成メニュー項目のタイプするに固有の機能があります；も使われます。　送信モードまたは編集が開できるわけ始めても構いません。されると全モデルの、速度が CW デコーダー内に固有の機能があります；コピー
され初期化するされます。　その文書は後に固有の機能があります；異なります。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、るスピードで送信モード（複号機能）または編集中のに固有の機能があります；データを有効化する入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使）を有効化する開できるわけ始めても構いません。す
ると全モデルの、CW デコーダーは実際に電波を出すことなくの文書はスピードを有効化する適用します。　しかし、スピードの文書は違いがあります。いが大きさはアンダーライきい場合には、
デコーダーは複数のプリセット文字まで、残りを有効化するあな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書はキーイング速度で走査しようとするため、結果として不正確な文しようと全モデルのするため、結果を提供します。と全モデルのして不正した場合には確な文な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、文
字まで、残りへの文書はデコードや電波の弱い条件下では文字まで、残りの文書は欠落とすと時刻は消失し、次に電源を入れたときにはな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、どに固有の機能があります；結果を提供します。すること全モデルのに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。
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4.1 Keyer mode
Straight

4.2 Keyer speed
12

4.3 Keyer swap
OFF



これは BOOLEAN タイプの文書はパラメータで、もしあな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書はパドルのが逆になっているような場合、ドッに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、っているような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、場合には、ドッ
トと全モデルのダッシュの文書はスワップを有効化するソフトウエアに固有の機能があります；よって行の運用パラメーターの保存（うこと全モデルのを有効化する可能があります；に固有の機能があります；します。

通です。　常に有益な測定、モールのス符号の文書はドットと全モデルのダッシュの文書は長さは　1：3　の文書は比率です。　符号と符号の間は１ドッです。　符号と全モデルの符号の文書は間は１ドッ
ト、文字まで、残りと全モデルの文字まで、残りの文書は間は 3 ドットの文書は長さ、そしてワードと全モデルのワードの文書は間は 7 ドットの文書は長さです。　これ
が標準のモールスタイミングです。　しかし、いろいろな理由で、これを変えたい人がいるかもしの文書はモールのスタイミングです。　しかし、いろいろな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、理由で、これを変えたい人がいるかもしで、これを有効化する変えたい人がいるかもしがいるかもし
れません。　Keyer Weight パラメーターは、この文書は比率です。　符号と符号の間は１ドッを有効化する変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいすること全モデルのを有効化する可能があります；に固有の機能があります；します。　指定のモデルに固有の機能があります；す
る値に下線がは 3桁です。　500 と全モデルのいう値に下線がの文書は省略値に下線がは 50％に固有の機能があります；対して効果を表すということを。　メニュー項目を閲覧していたり編集応じてします。　この文書は意味します。は、一連の文書はドットの文書は
“duty cycle”が正した場合には確な文に固有の機能があります； 50％だと全モデルのいうこと全モデルのです。
従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すって、キーダウン時の文書はドット時間長は、符号間の文書はキーアップ時間長に固有の機能があります；等しいこと全モデルのに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。　
この文書は比率です。　符号と符号の間は１ドッを有効化する 50％から増加させると全モデルの、キーダウンの文書はドット時間長が長くな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。
ダッシュも同じピンを共用します。じ比率です。　符号と符号の間は１ドッで長さ調節しているときには、画面の右されます。　対して効果を表すということを。　メニュー項目を閲覧していたり編集応じてする符号間（複号機能）文字まで、残り間、ワード間）ギャップは同じピンを共用します。じ
比率です。　符号と符号の間は１ドッで短く押します。　ちょうどくな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。　キーダウンに固有の機能があります；よって消費を低下させるためにされた追加の文書は時間は、だから、キーアップ時間を有効化する
短く押します。　ちょうどくすること全モデルのに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。　キーヤースピードはこの文書は比率です。　符号と符号の間は１ドッパラメーターを有効化する変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいしても変わりません。
一例えば、反復する：ドットと全モデルのダッシュを有効化する短く押します。　ちょうどくして自分の文書はモールのス信モード号音を有効化する“強く”モードもあり、実際に電波を出すことなくしたい。
この文書はパラメーターを有効化する 450 に固有の機能があります；セットすると全モデルの duty cycle が 45％と全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。
この文書はパラメーターの文書は範囲はは 050から 950（複号機能）5％から 95％）ですが、通です。　例えば、反復する、この文書はような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、非合には理的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、
限で反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。度近い速度での数値のキーインを期くに固有の機能があります；すること全モデルのはな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、いと全モデルの思われます。　仮にこの範囲外の値を入力した場合、ファームウエアわれます。　仮にストレートキーでキーイングを設定と異なる速度で開始したならば、に固有の機能があります；この文書は範囲は外はあるものの、の文書は値に下線がを有効化する入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使した場合には、ファームウエア
が自動メッセージ送信モード的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；使用可能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、パラメーターを有効化する適用するように固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、っています。

Auto-spacing の文書は意味します。すると全モデルのころは CW 文字まで、残り間の文書はポーズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、を有効化する 3 ドット長に固有の機能があります；強制する、と全モデルのいうこと全モデルのです。
（複号機能）CW Weighting を有効化する構成メニュー項目のタイプした場合には、前項を有効化する参照）　キーヤーの文書は大きさはアンダーライ多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。数のプリセットは、この文書は auto-spacing を有効化する設
定のモデルに固有の機能があります；しません。　キーヤーはパドルのを有効化する使ってドットと全モデルのダッシュで作り上に“げた、自分が送りたいと全モデルの望の周波数を見つけます。　む
モールのス文字まで、残りを有効化する送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、するの文書はです。　パドルのを有効化する押すした時に固有の機能があります；は次に電源を入れたときにはの文書は文字まで、残りがスタートするの文書はです。　キー
ヤーはドットと全モデルのダッシュと全モデルの空白の文書は正した場合にはしい 1：3比率です。　符号と符号の間は１ドッを有効化する強制しますが、あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たに固有の機能があります；送信モード文字まで、残り間の文書は正した場合には確な文な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、
3 ドット分の文書は待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ちを有効化する強要を記述します。すること全モデルのはありません。
或る調整やテスト設備ツールで、これらは無線機の部分を使う必要があります。るキーヤーで automatic character spacing を有効化する導入しているもの文書はがあります。　古いい Accu-

Keyer (PC 1973)　James WB4VVF に固有の機能があります；よるデザイン
参照URL　https://inza.files.wordpress.com/2011/0/accu-keyer.pdf

ですから、希望の周波数を見つけます。　するな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ら、この文書は設定のモデルに固有の機能があります；で自動メッセージ送信モード文字まで、残りスペーシングを有効化する可能があります；と全モデルのします。　その文書は場合には、あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、た
がパドルのを有効化するあまりに固有の機能があります；も速く、つまり、最後の文書は文字まで、残りが完了したら後の文書は 3 ドット分の文書は待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ち時間以前に固有の機能があります；、押すした
場合には、キーヤーは正した場合にはしい時間まで待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ってから次に電源を入れたときにはの文書は文字まで、残りを有効化する開できるわけ始めても構いません。します。　が、逆になっているような場合、ドッに固有の機能があります；パドルのを有効化する押すすの文書はが
遅すぎた場合、キーヤーには過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　すぎた場合には、キーヤーに固有の機能があります；は過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　ぎてしまった時間を有効化するどうすること全モデルのもできません。　
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4.4 Keyer Weight
500

4.5 Auto Space
OFF

https://inza.files.wordpress.com/2011/0/accu-keyer.pdf


この文書は設定のモデルに固有の機能があります；は無線機の文書はブしたりできます。レークイン（複号機能）QSK）動メッセージ送信モード作を有効化する定のモデルに固有の機能があります；義された多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。するもの文書はです。
2 つの文書は設定のモデルに固有の機能があります；が可能があります；です：
OFF:　Full QSK モード　
RF エンベロープ形成メニュー項目のタイプの文書はための文書は遅すぎた場合、キーヤーには過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　延時間の文書は後、キーアップ直後に固有の機能があります；送信モード/受信モードスイッチが受信モードに固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；さ
れます。　こうすると全モデルの、あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たは自分の文書はドットや電波の弱い条件下ではダッシュの文書は合には間に固有の機能があります；、他のメニュー局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他（複号機能）あるいは QRMや電波の弱い条件下ではQRN

等）の文書は送信モードを有効化する聞いている活動中のくこと全モデルのができます。
多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。くの文書は熟練オペレーターは、自分の文書はキーダウン間に固有の機能があります；バの取扱説明書です。ンド上に“で何らかのデバッギングをせねばなりません。が起こっているのかの感覚を持てこっているの文書はかの文書は感じるため、幾覚えておくとよいでしょう。　もし予期せぬ機能やメニューに出くを有効化する持っており、て
ること全モデルのを有効化する好みの操作周波数をみ使用可能です。ます。　こんな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、感じるため、幾じです。　あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たが自分の文書は送信モードを有効化するサイドトーンで聞いている活動中のいている。　
ちょうど他のメニューの文書は信モード号がその文書はバの取扱説明書です。ンド上に“に固有の機能があります；あり、あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たは他のメニューの文書は信モード号も聞いている活動中のいている。
ON: 　Semi-QSK モード
キーアップ後、一定のモデルに固有の機能があります；時間後に固有の機能があります；送信モード/受信モードスイッチが受信モードに固有の機能があります；切り替えたり、活動中のり替えたり、活動中のわります。　従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すって、受信モード機は、
あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書は送信モード符号の文書は間も、その文書はバの取扱説明書です。ンドを有効化する聞いている活動中のくこと全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、しに固有の機能があります；、CW 送信モード全てのファームウエアバージョンは、全期間中の、無音と全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。　
多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。くの文書はオペレーターは、ドットと全モデルのダッシュの文書は間でバの取扱説明書です。ンドから聞いている活動中のこえる音で気が散ることを避けたいが散ることを避けたいること全モデルのを有効化する避けたけたい
の文書はです。　Semi-QSK モードでは、送信モード/受信モードスイッチは適切り替えたり、活動中のな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、遅すぎた場合、キーヤーには過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　延（複号機能）8 ドット長）後に固有の機能があります；受信モードに固有の機能があります；切り替えたり、活動中の
り替えたり、活動中のわります。　8 ドット長は、送信モード後の文書は待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ち時間と全モデルのしては十分な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、長さです。

通です。　常に有益な測定あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たは Practice（複号機能）練習”モードもあり、実際に電波を出すことなく）モードスイッチを有効化する OFF に固有の機能があります；したままに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、るでしょう。　しかし、CW

の文書は送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、練習”モードもあり、実際に電波を出すことなくを有効化するしたい時、CW デコーダーがあな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書は打つのににています。鍵することが期待されまを有効化するデコードできるかどうかを有効化する知りたいでりたいで
しょう。　そんな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、時に固有の機能があります；は Practice モードを有効化する ON に固有の機能があります；切り替えたり、活動中のり替えたり、活動中のえられます。　Practice モードでは、無
線機は通です。　常に有益な測定どおりの文書は全てのファームウエアバージョンは、全てを有効化する行の運用パラメーターの保存（いますが、実際に電波を出すことなくに固有の機能があります； RF パワーを有効化するアンテナに固有の機能があります；送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、すること全モデルのはありませ
ん！　　Practice モード中のに固有の機能があります；は“P”が上に“段の文書は周波数のプリセットの文書は右側のみがに固有の機能があります；表示されます。

この文書は Number タイプの文書はパラメーターは、必要を記述します。に固有の機能があります；応じてじて、サイドトーン（複号機能）モニター）周波数のプリセットの文書は変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みください
を有効化する可能があります；に固有の機能があります；します。　サイドトーンは、キーダウン時に固有の機能があります；マイクロコントローラーに固有の機能があります；よって生成メニュー項目のタイプされる
音声トーンで、音声信モード号パスに固有の機能があります；注入されます。　サイドトーンはもっぱらオペレーターの文書は便宜の文書はた
めに固有の機能があります；キー信モード号が聞いている活動中のこえるように固有の機能があります；するだけで、送信モードされる電波の文書は強度や電波の弱い条件下では周波数のプリセットに固有の機能があります；は全てのファームウエアバージョンは、全く影響しません。
　サイドトーン周波数のプリセットは VFO メニューの文書は CW オフセット周波数のプリセットと全モデルの同じピンを共用します。じ値に下線がに固有の機能があります；セットしたままに固有の機能があります；して
おくこと全モデルのを有効化する強く推奨します。　あなたの耳はします。　あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書は耳はは 700Hz の文書は音声トーンを有効化する認され得ます。識するのに慣れています。するの文書はに固有の機能があります；慣れるまでの間、覚えておくとよいでしょう。　もし予期せぬ機能やメニューに出くれています。
そしてその文書はこと全モデルのは、あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たが聞いている活動中のく送信モード局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他に固有の機能があります；正した場合には確な文に固有の機能があります；チューンするの文書はを有効化する容を非活動中の易にに固有の機能があります；します。　彼らは送受信を異なる周波数で行うから。の文書は信モード号もま
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た受信モード機内では 700Hz の文書は音声で聞いている活動中のこえるように固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、るからです。　あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たが彼らは送受信を異なる周波数で行うから。を有効化する 700Hz で聞いている活動中のいてい
る時、彼らは送受信を異なる周波数で行うから。はあな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書は CW音声フィルのターの文書は中の央（複号機能）近い速度での数値のキーインを期く）に固有の機能があります；居るわけです。　あなたが送信するときるわけです。　あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たが送信モードすると全モデルのき、
あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たも彼らは送受信を異なる周波数で行うから。の文書は周波数のプリセットに固有の機能があります；正した場合には確な文に固有の機能があります；捕獲されるわけです。　すべてがうまく行きます。　あなたの信号もされるわけです。　すべてがうまく行の運用パラメーターの保存（きます。　あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書は信モード号も
また、彼らは送受信を異なる周波数で行うから。の文書は CW フィルのターパスバの取扱説明書です。ンド中のに固有の機能があります；うまく収まります。　だからまります。　だから QSO 出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、来ます。るんです！
サイドトーン周波数のプリセットの文書は最低値に下線がは 350Hz です。　それ以下にそれら機能の概要を記述します。が指定のモデルに固有の機能があります；されると全モデルのシステムは自動メッセージ送信モード的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；
350Hz を有効化する設定のモデルに固有の機能があります；します。

この文書はパラメーターはサイドトーン音量を下げるために使います。　多くの人が省略値のを有効化する下にそれら機能の概要を記述します。げるために固有の機能があります；使います。　多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。くの文書は人がいるかもしが省略値に下線がの文書は 99 では音
が大きさはアンダーライきすぎるの文書はを有効化する知りたいでっています。　適当のメニュー項目まで行き、な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、音量を下げるために使います。　多くの人が省略値のに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、るように固有の機能があります；値に下線がを有効化する下にそれら機能の概要を記述します。げていきます。
変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいする桁を有効化する選べます。んだ後ロータリーエンコーダーを有効化する回してサイドトーン音量を下げるために使います。　多くの人が省略値のを有効化する調節しているときには、画面の右する時、QCX は
新しい音量を下げるために使います。　多くの人が省略値ので短く押します。　ちょうどく音を有効化する出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、します。　それを有効化する聞いている活動中のいて調節しているときには、画面の右すると全モデルの容を非活動中の易にに固有の機能があります；適切り替えたり、活動中のな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、音量を下げるために使います。　多くの人が省略値のに固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；できます。　
サイドトーンの文書は生成メニュー項目のタイプに固有の機能があります；は、超音波周波数のプリセット（複号機能）42KHz が省略値に下線が）の文書は上に“に固有の機能があります； 700Hz音声を有効化する重ね合にはわせるた
めに固有の機能があります；、或る調整やテスト設備ツールで、これらは無線機の部分を使う必要があります。る微妙なデジタル信号処理を使用します；これは平均な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、デジタルの信モード号処理を有効化する使用します；これは平均 50％の文書は duty cycle を有効化する保持っており、し、した
がって、音声信モード号パス内の文書は給電点での接続では、で直流バの取扱説明書です。イアスを有効化する変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいすること全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、くサイドトーン音量を下げるために使います。　多くの人が省略値のを有効化する変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいする
こと全モデルのが可能があります；に固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります；この文書はこと全モデルので、受信モード/送信モード切り替えたり、活動中のり替えたり、活動中のえ時に固有の機能があります；起こっているのかの感覚を持てこる
“クリック”モードもあり、実際に電波を出すことなく音を有効化する低減すること全モデルの、そして音量を下げるために使います。　多くの人が省略値の設定のモデルに固有の機能があります；が低いほど顕著であること、が分かりました。　であること全モデルの、が分かりました。　
この文書は変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいの文書は結論は、サイドトーン周波数設定を省略値のは、サイドトーン周波数のプリセット設定のモデルに固有の機能があります；を有効化する省略値に下線がの文書は 700Hz よりもはるかに固有の機能があります；低くすれば、明ら
かに固有の機能があります；サイドトーン音量を下げるために使います。　多くの人が省略値のが低くな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、る、と全モデルのいうこと全モデルのです。　バの取扱説明書です。ージョン 1.02b では、サイドトーン音量を下げるために使います。　多くの人が省略値の
設定のモデルに固有の機能があります；は 2から 3桁多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。く設定のモデルに固有の機能があります；されていました。　低いサイドトーン周波数のプリセットを有効化するお好みの操作周波数をみ使用可能です。の文書は場合にはで、サイド
トーンが静か過ぎると思う場合は、音量設定を増やしてみることができます。　最大値は次の公式か過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　ぎると全モデルの思われます。　仮にこの範囲外の値を入力した場合、ファームウエアう場合にはは、音量を下げるために使います。　多くの人が省略値の設定のモデルに固有の機能があります；を有効化する増や電波の弱い条件下ではしてみ使用可能です。ること全モデルのができます。　最大きさはアンダーライ値に下線がは次に電源を入れたときにはの文書は公式
で得ます。られます；166,666　／　サイドトーン周波数のプリセット－2

サイドトーン音量を下げるために使います。　多くの人が省略値のを有効化するこの文書は最大きさはアンダーライ値に下線が以上に“に固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；した場合にはは、システムは自動メッセージ送信モード的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；最大きさはアンダーライ値に下線が音量を下げるために使います。　多くの人が省略値のに固有の機能があります；制限で反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。しま
す。

可能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、設定のモデルに固有の機能があります；は、“tip”、“ring”、と全モデルの“both”です。 これは Straight Key モード設定のモデルに固有の機能があります；時の文書はみ使用可能です。有の機能があります；効で、
キージャックに固有の機能があります；挿入されたキーの文書はアクションを有効化する制御は、するもの文書はです。
3.5㎜径のモノプラグをの文書はモノプラグを有効化する QCX+で使用する場合には、長いグランドバの取扱説明書です。レルのはグランドリングと全モデルのショート
してキーイングしっぱな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、しの文書は状態で操作（に固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。　この文書は構成メニュー項目のタイプメニューがその文書は問題の解決策です。　径の文書は解決するために受信中に自動的に適用されます。　策です。　径です。　径のモノプラグを
3.5㎜の文書はモノプラグを有効化するあな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書はストレートキーで使う場合にはは、この文書は構成メニュー項目のタイプを有効化する“tip”に固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；します。　そ
の文書は場合には、リング接続セクションをお読みください（複号機能）ステレオプラグでの文書はみ使用可能です。有の機能があります；効）が無視して“ストレート”キーモードになります。されます。
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4.12 Decoder メニュー
デコーダーメニューは CW デコーダーに固有の機能があります；関する拡張する多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。くの文書は構成メニュー項目のタイプパラメーターを有効化する含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。み使用可能です。ます。
幾つかの基本機能も提供します。つかの文書はパラメーターはデコーダーの文書は挙動メッセージ送信モードの文書は或る調整やテスト設備ツールで、これらは無線機の部分を使う必要があります。る側のみが面の下段に表示されます。を有効化する制御は、します。　幾つかの基本機能も提供します。つかの文書はパラメーターは、
試しながら様子をみる実験的な面白さがあります。　ある特定の状況で設定を変えてみてしな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、がら様子をみる実験的な面白さがあります。　ある特定の状況で設定を変えてみてを有効化するみ使用可能です。る実験すると、メニューパラメーターの編集に最も容易で的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、面の下段に表示されます。白さがあります。　ある特定のモデルに固有の機能があります；の文書は状況で設定を変えてみてで設定のモデルに固有の機能があります；を有効化する変えてみ使用可能です。て CW デ
コーダーの文書は性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用す能があります；を有効化する向上に“できるかを有効化する見つけます。　る、と全モデルのいうような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、方を分割した状態で操作（法があります。　大変便利な方法です。　モールスキーとです。　例えば、反復するえば、ロケーション等に固有の機能があります；より
ますが、或る調整やテスト設備ツールで、これらは無線機の部分を使う必要があります。る局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他は他のメニューよりもノイズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、の文書は干渉を避けたが多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。いこと全モデルのを有効化する経験すると、メニューパラメーターの編集に最も容易でしているかもしれません。　デコーダー
はモールのス符号の文書はプロサイン、AR、KN、SK/VA 等を有効化する判別されることになりすること全モデルのができます。　デコードされた
画面の下段に表示されます。に固有の機能があります；は、プロサインは 2 文字まで、残りと全モデルのして表示されます。　例えば、反復するえば、AR と全モデルのいうように固有の機能があります；。　メッセージ
メニューに固有の機能があります；テキストを有効化する入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使するために固有の機能があります；キーヤーを有効化する使う場合には、2 文字まで、残りは　”モードもあり、実際に電波を出すことなく ”モードもあり、実際に電波を出すことなく　の文書は接頭文字まで、残りを有効化する持っており、ち‗”（アンダーバー）文字を使います 、
QCX に固有の機能があります；対して効果を表すということを。　メニュー項目を閲覧していたり編集して、メッセージを有効化する再生する時に固有の機能があります；は後続セクションをお読みくださいの文書は 2 文字まで、残りはギャップな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、しに固有の機能があります；つな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、げるべきだと全モデルの教
えます。

この文書はパラメーターはノイズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ブしたりできます。ランカ―中、特にの文書は間隔も設定可能です。を有効化するミリセカンドの文書は単位で設定のモデルに固有の機能があります；します。
マイクロコントローラーの文書は 10 ビット ADC（複号機能）Analog/Degital Converer）は、音声信モード号を有効化する 1秒間
に固有の機能があります； 12.019 サンプルのを有効化する収まります。　だから集します。　48 サンプルのが Geortzel アルのゴリズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ム（複号機能）一種はの文書はフーリエ変換
の文書は単一バの取扱説明書です。ケット）の文書は装置に固有の機能があります；よって解析によってセットされます。　時刻は“されます。　結果を提供します。は 250Hz の文書はデジタルのフィルのター帯域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使幅を測定します。　メと全モデルの
な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。　言いましたが、正しい文字間、ワード間スペースでタイミング良く打つことです。い換えると全モデルの、振幅を測定します。　メが 1秒間に固有の機能があります； 250 回（複号機能）4 ミリ秒に固有の機能があります； 1 回）の文書は測定のモデルに固有の機能があります；値に下線がと全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。　振
幅を測定します。　メは、振幅を測定します。　メ閾値に下線がと全モデルの比較するロジックに固有の機能があります；よって分析によってセットされます。　時刻は“され、音声信モード号が検出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、されるかどうかを有効化する決するために受信中に自動的に適用されます。　定のモデルに固有の機能があります；しま
す。　ノイズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ブしたりできます。ランカ―中、特にパラメーターよりも小さいパルスを生成するインパルスノイズは無視されさいパルのスを有効化する生成メニュー項目のタイプするインパルのスノイズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、は無視して“ストレート”キーモードになります。され
ます。　ノイズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ブしたりできます。ランク時間が短く押します。　ちょうどすぎると全モデルのノイズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、インパルのスは効果を提供します。的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；ブしたりできます。ランク化するされません。　
他のメニュー方を分割した状態で操作（、ノイズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ブしたりできます。ランク時間が長すぎると全モデルの、高速の文書はモールのスを有効化するデコードする能があります；力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使を有効化する阻害します。　例します。　例えば、反復する
えば、24wpm の文書はモールのスの文書は 1 ドットは 50 ミリ秒続セクションをお読みくださいきます。

ドットと全モデルのダッシュの文書は長さは、トーンがドットや電波の弱い条件下ではダッシュと全モデルのして成メニュー項目のタイプ立したするための文書は長さを有効化する閾値に下線がに固有の機能があります；照らし
て判別されることになりするために固有の機能があります；　また、符号間、文字まで、残り間、ワード間の文書はギャップと全モデルのして無音な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、の文書はかどうかを有効化する判別されることになりす
るため、測定のモデルに固有の機能があります；されています。　この文書はタイミングの文書は測定のモデルに固有の機能があります；は、指数のプリセット平滑移動メッセージ送信モード平均に固有の機能があります；よって導入されてい
ます。　その文書は平均間隔も設定可能です。がこの文書はパラメーター（複号機能）累計平均中のに固有の機能があります；測定のモデルに固有の機能があります；される各新規符号の文書は比率です。　符号と符号の間は１ドッ）で決するために受信中に自動的に適用されます。　定のモデルに固有の機能があります；さ
れます。　指数のプリセット平滑移動メッセージ送信モード平均が速すぎる（複号機能）パラメーター値に下線がが低すぎる）場合には、ノイズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、等がタイミン
グ平均を有効化する簡単に固有の機能があります；逸脱するでしょう。　逆に、指数平滑移動平均が遅すぎる（パラメーター地が高すするでしょう。　逆になっているような場合、ドッに固有の機能があります；、指数のプリセット平滑移動メッセージ送信モード平均が遅すぎた場合、キーヤーには過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　すぎる（複号機能）パラメーター地の右側に“が高す
ぎる）場合にはは、他のメニュー局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他の文書は送信モードスピードに固有の機能があります；合にはわせようと全モデルのしている間に固有の機能があります；、送信モードの文書はあまりに固有の機能があります；多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。くの文書は文字まで、残りが失し、次に電源を入れたときには
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われてしまうでしょう。　何らかのデバッギングをせねばなりません。かの文書はコンテストや電波の弱い条件下ではパイルのアップ等、交信モードが非常に有益な測定に固有の機能があります；短く押します。　ちょうどい状況で設定を変えてみてでは、この文書は
パラメーターは特に固有の機能があります；攻撃的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ること全モデルのができます。

デコーダーは、トーンが検出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、されるか否かかの文書は決するために受信中に自動的に適用されます。　定のモデルに固有の機能があります；の文書はための文書は振幅を測定します。　メの文書は閾値に下線がを有効化する維持っており、しています。
閾値に下線がの文書はレベルのは、各局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他の文書は持っており、つ巾の広い異なる信号強度に対処するために、自動的に変化せねばなりの文書は広い異なる信号強度に対処するために、自動的に変化せねばなりい異なります。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、る信モード号強度に固有の機能があります；対して効果を表すということを。　メニュー項目を閲覧していたり編集処するために固有の機能があります；、自動メッセージ送信モード的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；変化するせねばな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、り
ません。　他のメニューの文書は危難です；したがってセンターボタンのダブルクリックは機と全モデルのしては、あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たが聞いている活動中のいている局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他の文書は QSB（複号機能）信モード号の文書は減衰します。）も含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。まれます。　振
幅を測定します。　メ閾値に下線がは指数のプリセット平滑移動メッセージ送信モード平均に固有の機能があります；よって導入されています。　指数のプリセット平滑移動メッセージ送信モード平均に固有の機能があります；加算される（される（複号機能）4 ミリ
秒毎の）新しいサンプル加重値は、このパラメーターの逆数になります。　指数平滑移動平均が速の文書は）新しいサンプルの加重値に下線がは、この文書はパラメーターの文書は逆になっているような場合、ドッ数のプリセットに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。　指数のプリセット平滑移動メッセージ送信モード平均が速
すぎる（複号機能）パラメーター値に下線がが低すぎる）場合には、ノイズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、等が振幅を測定します。　メ閾値に下線がを有効化する簡単に固有の機能があります；逸脱するでしょう。　逆に、指数平滑移動平均が遅すぎる（パラメーター地が高すし、本来ます。の文書はレベルのに固有の機能があります；
戻るかします。るの文書はに固有の機能があります；時間を有効化する要を記述します。するかもしれません。　逆になっているような場合、ドッに固有の機能があります；、指数のプリセット平滑移動メッセージ送信モード平均が遅すぎた場合、キーヤーには過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　すぎる（複号機能）パラメーター値に下線がが
高すぎる）場合にはは、受信モード局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他の文書は振幅を測定します。　メに固有の機能があります；合にはわせるの文書はに固有の機能があります；時間がかかり過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　ぎ、デコーダーがゆっくりと全モデルのア
ジャストしている間に固有の機能があります；文字まで、残りを有効化する失し、次に電源を入れたときにはうこと全モデルのに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、るかもしれません。　QSB（複号機能）信モード号減衰します。）への文書は自動メッセージ送信モード対して効果を表すということを。　メニュー項目を閲覧していたり編集応じても
遅すぎた場合、キーヤーには過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　すぎること全モデルのに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、るでしょう。

CW熟練者に有効では CW デコーダーがいつも画面の下段に表示されます。上に“を有効化するスクロールのするの文書はが好みの操作周波数をきでな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、いかもしれません。　
この文書は設定のモデルに固有の機能があります；で、“Enable RX decode”を有効化する OFF に固有の機能があります；切り替えたり、活動中のり替えたり、活動中のえられます。　受信モードの文書はデコードは停止することします。

この文書は設定のモデルに固有の機能があります；で、“Enable TX decode”そ OFF に固有の機能があります；切り替えたり、活動中のり替えたり、活動中のえ、送信モードの文書はデコードを有効化する停止することします。
この文書は設定のモデルに固有の機能があります；が ON の文書は時は、CW デコーダーは、送信モード中の自分の文書はキーイングを有効化するデコードして画面の下段に表示されます。に固有の機能があります；表示し
ます。　CW熟練者に有効でに固有の機能があります；と全モデルのってはウザくて気が散ることを避けたいが散ることを避けたいるかもしれません。

この文書はパラメーターは、編集中のの文書は CW デコードを有効化する可能があります；と全モデルのするもの文書はです。　ON の文書は時は、NUMBERや電波の弱い条件下では
TEXT タイプの文書は構成メニュー項目のタイプパラメーターの文書は編集中のに固有の機能があります；キーインしたテキストでパラメーターを有効化する変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいできます。
　これはほんと全モデルのに固有の機能があります；便利に使えます。　例えば、反復するな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、機能があります；で、例えば、反復するえば、周波数のプリセットや電波の弱い条件下では保存メッセージの文書は入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使が簡単に固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。

この文書はパラメーターは、単に固有の機能があります； SKかVA の文書はいづれを有効化する表示するかの文書は選べます。択をです。　デコーダーに固有の機能があります；
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SK と全モデルの表示させたければ、この文書は設定のモデルに固有の機能があります；は OFF に固有の機能があります；、VA と全モデルの表示させたければ、この文書は設定のモデルに固有の機能があります；を有効化する ON に固有の機能があります；します。
　この文書はプロサイン文字まで、残りの文書は妥当のメニュー項目まで行き、な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、定のモデルに固有の機能があります；義された多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。は、幾つかの基本機能も提供します。分混乱しています；ある人々は熱情的に、これはしています；ある人がいるかもし々に編集できます。（後述）は熱情的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；、これは SK で
あると全モデルの言いましたが、正しい文字間、ワード間スペースでタイミング良く打つことです。い張したりそのまま楽しんだりできます。　更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいり、他のメニューの文書は人がいるかもし々に編集できます。（後述）は、これは VA でると全モデルのいいます。　世界の調和のために、このパラメーの文書は調和のために、このパラメーの文書はために固有の機能があります；、この文書はパラメー
ターで、あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たに固有の機能があります；はどちらでも選べます。べるように固有の機能があります；してあります。

4.13 Beacon メニュー
ビーコン機能があります；は、この文書は QRP Labs の文書は CW トランシーバの取扱説明書です。ーキットに固有の機能があります；追加されたボーナス機能があります；です！
我々に編集できます。（後述）は既にこのスタイルのに固有の機能があります；何らかのデバッギングをせねばなりません。年間も Ultimate-series QRSS/WSPR 送信モード機キット（複号機能）現行の運用パラメーターの保存（の文書は躯体マイクロコントローラ制御の送受信切り替えスイッチにより、無は Ultimate3S）の文書は
開できるわけ発経験すると、メニューパラメーターの編集に最も容易でがあります。　機能があります；性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すと全モデルのモードの文書は膨大きさはアンダーライな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、領域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使を有効化するカバの取扱説明書です。ーしています。
モードでは、CW、QRSS、DFCW、FSKCW、Helscreber（複号機能）full speed and slow 

FSK）、WSPR、JT9、JT65、ISCAT、Opera、そして P14 等があります。　大きさはアンダーライ多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。数のプリセットの文書は人がいるかもし々に編集できます。（後述）が
WSPR 運用に固有の機能があります； Ultimate3S キットを有効化する使っています。　追加コスト無しで（複号機能）少し違いがあります。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、くと全モデルのも追加ハードウ
エア無し）、この文書は機能があります；性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すを有効化する CW トランシーバの取扱説明書です。ーに固有の機能があります；追加できるな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ら、や電波の弱い条件下ではらな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い理由で、これを変えたい人がいるかもしはな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、いでしょう！
や電波の弱い条件下ではりましょう！ 　従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すって、CW と全モデルのアンシーバの取扱説明書です。ーの文書はビーコン機能があります；は、標準のモールスタイミングです。　しかし、いろいろな理由で、これを変えたい人がいるかもしの文書は WSPR メッセージを有効化する送
信モードできる単純に行全体を保存化するした WSPR 機構を有効化する含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。んでいます。　また、標準のモールスタイミングです。　しかし、いろいろな理由で、これを変えたい人がいるかもし時刻は、周波数のプリセット、Maidenhead ロ
ケーターの文書はための文書は GPS インターフェースも持っており、っています。　その文書は装置は、もちろん、Ultimate3S

に固有の機能があります；比してフルのレンジの文書は可用性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すと全モデルの機能があります；性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すは持っており、ち合にはわせていません。
警告しておきます。　：WSPR の文書は送信モードは、ほと全モデルのんど 2 分間、継続セクションをお読みください的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、 100％の文書はキーダウン duty- cycle で運用します。
　この文書は間、BS170’s が熱を有効化する持っており、ち熱くな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、り過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　ぎていな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、いか注意して確な文認され得ます。してください。
WSPR は CW 上に“でと全モデルのいうよりも PA（複号機能）Public Address、車や音響機器）で更に要望されています。や電波の弱い条件下では音響機器）で更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいに固有の機能があります；要を記述します。望の周波数を見つけます。　されています。
もしあな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たが（複号機能）相対して効果を表すということを。　メニュー項目を閲覧していたり編集的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；高いパワーの文書は電源を有効化する使って）ハイパワー出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使で運用されている場合には、お気が散ることを避けたい
づきかもしれません。　QCX 取扱説明書は、ファームウエア 1.07　マニュアルの編集　0．03.23　
BS170s　理由で、これを変えたい人がいるかもしな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、く熱くな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、る、に固有の機能があります；ついて。
出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使ステージが Class-E であるに固有の機能があります；も関する拡張わらず、100％効率です。　符号と符号の間は１ドッでは無い！
まだ何らかのデバッギングをせねばなりません。らかの文書はパワーを有効化する熱と全モデルのして消費を低下させるためにしている。　QCX+、QCX-mini では、ヒートシンクを有効化する PCB

（複号機能）基板）に固有の機能があります；ボルのトで接続セクションをお読みくださいしてヒートシンクと全モデルのして熱の文書は放散ることを避けたいを有効化する助けている。　ビーコン機能はけている。　ビーコン機能があります；は CW

ビーコンも運用可能があります；である。　WSPR は Weak Signal Propagation Reporter の文書は略号である。　
それは賢い前方エラー訂正で埋められたデジタルメッセージ形式である。い前方を分割した状態で操作（エラー訂正した場合にはで埋められたデジタルメッセージ形式である。められたデジタルのメッセージ形式である。
メッセージは 3 つの文書は部が分からな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、る：オペレーターの文書はコールのサイン、Madenead ロケーター（複号機能）4 文字まで、残り、
例えば、反復する IO90）、そしてパワーを有効化する示す 2桁、である。　受信モードステーションではメッセージを有効化するデコードし
中の央の文書はインターネットデータベースに固有の機能があります；アップロードする。　あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たは好みの操作周波数をきな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、時に固有の機能があります；
WSPRnet（複号機能）http://wsprnet.org)　に固有の機能があります；行の運用パラメーターの保存（き、マップ上に“を有効化するクリックし、コールのサイン（複号機能）希望の周波数を見つけます。　するな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ら、
他のメニューの文書はフィルのター）を有効化する入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使しマップ上に“で、あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書は信モード号が何らかのデバッギングをせねばなりません。処で聞いている活動中のかれているの文書はかを有効化する見つけます。　ること全モデルのができ
ます。　受信モード報告しておきます。　の文書はデータベースを有効化するダウンロードして更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいに固有の機能があります；深く伝搬研究を引き受けることもできまく伝搬研究を有効化する引き受けることもできまき受けること全モデルのもできま
す。
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WSPR メッセージは、1 セット 162 の文書は記号に固有の機能があります；コード化するされます。　記号は 0,1,2,3 で前方を分割した状態で操作（エラー訂
正した場合には圧縮データフォーマットです。　記号は音声として送信されます。　各トーンは、データフォーマットです。　記号は音声と全モデルのして送信モードされます。　各トーンは、12,000／
8,192　Hz、約 1.46Hz　で分離れた異なる周波数を聞いている活動中のされます。　各記号の文書は長さはトーンスペーシングの文書は逆になっているような場合、ドッ数のプリセットで、約
0.683秒です。　WSPR メッセージは送信モードに固有の機能があります；約 110.6秒かかります。　常に有益な測定に固有の機能があります；その文書は時刻はの文書は偶数のプリセット分で
開できるわけ始めても構いません。します。　送信モードは非常に有益な測定に固有の機能があります；狭いバンド巾いバの取扱説明書です。ンド巾の広い異なる信号強度に対処するために、自動的に変化せねばなり 6Hz と全モデルの賢い前方エラー訂正で埋められたデジタルメッセージ形式である。い前方を分割した状態で操作（エラー訂正した場合にはに固有の機能があります；よって WSPR 信モード号はほん
の文書はかけらの文書はワットで世界の調和のために、このパラメー中のに固有の機能があります；伝搬すること全モデルのができます。
WSPR ではタイミングが致命的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使です。　従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すって WSPR を有効化する使う時は時刻は構成メニュー項目のタイプパラメーターを有効化する可能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、
限で反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。り正した場合には確な文に固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；せねばな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、りません。　編集カーソルのを有効化する時刻はパラメーターの文書は右端にメッセージ番号（この場合はの文書は桁（複号機能）1 分）の文書は下にそれら機能の概要を記述します。に固有の機能があります；
持っており、っていき、秒針がが 00 を有効化する超えるまで見つけます。　つめて Select ボタンを有効化する同じピンを共用します。時に固有の機能があります；押すすように固有の機能があります；します。　こうす
ること全モデルので秒があな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書は実時間時刻はと全モデルの同じピンを共用します。期できるでしょう。　注意深く伝搬研究を引き受けることもできまく周波数のプリセットと全モデルの実時刻はを有効化する設定のモデルに固有の機能があります；するこ
と全モデルので WSPR レポートを有効化する成メニュー項目のタイプ功裏に得ることができます。に固有の機能があります；得ます。ること全モデルのができます。
もちろん、これらの文書はこと全モデルのは GＰＳモジュールを持っていれば、より簡単になります：モジュールのを有効化する持っており、っていれば、より簡単に固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります：
Maidenhead ロケーターは受信モードした緯度経度から計算される（され、時刻はは GPS の文書はシリアルのデータスト
リームからデコードされます。　キット内の文書はマイクロコントローラーが PCホストコンピュータの文書は
援助けている。　ビーコン機能はな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、しに固有の機能があります； WSPR メッセージの文書はコード化するアルのゴリズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ムの文書は面の下段に表示されます。倒を見ます。　また、トーンスペーシを有効化する見つけます。　ます。　また、トーンスペーシ
ングと全モデルの符号の文書は長さも計算される（します。　メッセージ送信モードの文書は合には間、画面の下段に表示されます。は時刻はだけでな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、く（複号機能）下にそれら機能の概要を記述します。記画面の下段に表示されます。を有効化する参
照）、我々に編集できます。（後述）が次に電源を入れたときにはの文書は WSPR 送信モードが始めても構いません。まるの文書はを有効化する我慢強く待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、っている間、構成メニュー項目のタイプパラメーター Frame and 

Start の文書は設定のモデルに固有の機能があります；に固有の機能があります；従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すって、表示します。　これはキット上に“の文書は時刻はが正した場合には確な文に固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；されているかどうかを有効化する
確な文認され得ます。するの文書はに固有の機能があります；便利に使えます。　例えば、反復するです。　画面の下段に表示されます。は次に電源を入れたときにはの文書はフレームが送信モードを有効化する始めても構いません。めるかの文書は時刻は（複号機能）分）も表示します。　下にそれら機能の概要を記述します。
記の文書は例えば、反復するでは、時刻はは 14:55:31UT で次に電源を入れたときにはの文書はフレームが 14:56:01 に固有の機能があります；開できるわけ始めても構いません。すること全モデルのを有効化する示しています。

GPS ユニットが接続セクションをお読みくださいされたと全モデルのき、ファームウエアは自動メッセージ送信モード的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります； 1秒間に固有の機能があります； 1 パルのスの文書は信モード号を有効化する使って送信モード
周波数のプリセットを有効化する測定のモデルに固有の機能があります；し、キャリブしたりできます。レーションエラーに固有の機能があります；原因するすべての不正確性、温度変化による周波数するすべての文書は不正した場合には確な文性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用す、温度変化するに固有の機能があります；よる周波数のプリセット
ドリフト、を有効化する補償します。　します。　GPSからの文書はシリアルのデータストリームが実時刻は（複号機能）WSPR 送信モードタイミ
ングの文書は同じピンを共用します。期の文書はため）を有効化する設定のモデルに固有の機能があります；するために固有の機能があります；使われます。　Maidenhead ロケーターあ GPS シリアルの
データから解析によってセットされます。　時刻は“される緯度経度から計算される（されます。　WSPR 送信モードは１分 52秒かかります。　GPS

時刻はと全モデルの位置は、すべての文書は WSPR 送信モードの文書は終わったときには了したら時点での接続では、で GPS シリアルのデータストリームから解析によってセットされます。　時刻は“されま
す。　パワーアップ後の文書は最初の文書は WSPR 送信モードでは時刻はは正した場合には確な文ではな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、いかもしれません。　27MHz シ
ンセサイザーの文書は基準のモールスタイミングです。　しかし、いろいろな理由で、これを変えたい人がいるかもし周波数のプリセットは、WSPR 送信モード終わったときには了したら後の文書は 4秒期間内で測定のモデルに固有の機能があります；され調整ツールされます。　時刻はと全モデルの
位置の文書は解析によってセットされます。　時刻は“、27MHz基準のモールスタイミングです。　しかし、いろいろな理由で、これを変えたい人がいるかもし周波数のプリセットの文書は調整ツール、すべてが 7秒以下にそれら機能の概要を記述します。で終わったときには了したらします。　この文書はプロセスは次に電源を入れたときにはの文書は
WSPR 送信モードスロットの文書は開できるわけ始めても構いません。前に固有の機能があります；完了したらします。　ではあるの文書はですが、あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たはキットを有効化する 2 分毎の）新しいサンプル加重値は、このパラメーターの逆数になります。　指数平滑移動平均が速の文書は継続セクションをお読みください
WSPR 送信モードスロット（複号機能）Frame パラメーター=2）に固有の機能があります；構成メニュー項目のタイプするべきではありません。　それは仲間の文書は
WSPR 運用者に有効でに固有の機能があります；対して効果を表すということを。　メニュー項目を閲覧していたり編集して非常に有益な測定に固有の機能があります；反社会的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使と全モデルの考えられます。　えられます。　GPS 受信モード器は WSPR 運用に固有の機能があります；不可欠では
ありませんが、運用を有効化する更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいに固有の機能があります；正した場合には確な文、容を非活動中の易に、面の下段に表示されます。白くな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、るの文書はで強くお勧めします。　実際のめします。　実際に電波を出すことなくの文書は WSPR メッ
セージ送信モード中のは、画面の下段に表示されます。は以下にそれら機能の概要を記述します。の文書はように固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります：
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画面の下段に表示されます。の文書は各項目を有効化するいかに固有の機能があります；説明します：
 14,097,140  送信モード周波数のプリセット (PC tone 0)

 122 　　　  現行の運用パラメーターの保存（符号は 122 (PC WSPR 送信モードを有効化する構成メニュー項目のタイプする 162符号の文書はうちの文書は))

 2 　　　　　送信モードされている現行の運用パラメーターの保存（の文書はトーン (PC 0, 1, 2 or 3 の文書はうちの文書はいずれか)

 G0UPL 　  コールのサイン、送信モード信モード号中のに固有の機能があります；コード化するされる
 IO90 　　　5 文字まで、残り Maidenhead ロケータースクエア、信モード号中のに固有の機能があります；コード化するされる
 37 　　　　パワー（複号機能）dBm）
Argoソフトウエアの文書はような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、 PC の文書はスペクトラム表示では、WSPR メッセージは、以下にそれら機能の概要を記述します。の文書はスクリー
ンショットの文書はように固有の機能があります；見つけます。　えます。　これはローカルのでの文書は受信モード時（複号機能）あるいは通です。　常に有益な測定もっと全モデルの悪くなる。　理くな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、る。　理
由で、これを変えたい人がいるかもしは、自分自身の信号の受信時に、たぶん、受信機をオーバードライブしているだろうから！）の文書は信モード号の文書は受信モード時に固有の機能があります；、たぶ方法です。　文字を選んだらん、受信モード機を有効化するオーバの取扱説明書です。ードライブしたりできます。しているだろうから！）
Argo software：　 http://www.weaksignals.com/

K1JT が作った WSPR プログラム中ので WSPR デコードが行の運用パラメーターの保存（われる。
WSPR decoding takes place in the WSPR program by K1JT 

(PC 参照：　http://physics.princeton.edu/pulsar/K1JT/wspr.html ). 

以下にそれら機能の概要を記述します。の文書はスクリーンショットは、WSPR2.0 の文書は画面の下段に表示されます。、数のプリセット個までプリセットできます。　各周波数は設定メニューで編集することの文書は信モード号を有効化する受信モード中の
（複号機能）出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使周波数のプリセット=1,500Hz、Frame=02、Start=00）
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他のメニューの文書は多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。くの文書はソフトウエアパッケージが WSPR 送信モードの文書はデコードを有効化するできます。
注意：　GPS インターフェスは回路のチューニング中のに固有の機能があります；、パドルのと全モデルの並列をストレートキーまたはパドルを使ってキーインします。　に固有の機能があります；接続セクションをお読みくださいされています。
従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すって、無線機を有効化する通です。　常に有益な測定の文書は CW トランシーバの取扱説明書です。ーと全モデルのして運用中のに固有の機能があります； GPS を有効化する接続セクションをお読みくださいしてはいけません。
接続セクションをお読みくださいした場合にはに固有の機能があります；は、GPS シリアルのデータ、および、1pps　が送信モード機を有効化するキーイングしてしまいま
す！　無線機を有効化する CW 送信モード機と全モデルのして使う前に固有の機能があります； GPS を有効化する外はあるものの、してください。　
次に電源を入れたときにはの文書は項ではビーコンメニューの文書は構成メニュー項目のタイプパラメーターに固有の機能があります；ついて記載します。します。

この文書はパラメーターはビーコン運用中のの文書は送信モードモードを有効化する決するために受信中に自動的に適用されます。　定のモデルに固有の機能があります；します。　
4 つの文書はビーコンモードがあります：
OFF: ビーコンモードはオフ。　トランシーバの取扱説明書です。ーは通です。　常に有益な測定の文書は手く行かない時には、何らかのデバッギングをせねばなりません。動メッセージ送信モード運用モードであること全モデルのを有効化する示す
CW: キットは単純に行全体を保存に固有の機能があります；保存メッセージ 1 を有効化する繰り返して送出することです。り返し送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、する。　構成メニュー項目のタイプされたキーヤースピードに固有の機能があります；よ
る。　メッセージ開できるわけ始めても構いません。タイミングは Frame と全モデルの Start パラメーターに固有の機能があります；よって決するために受信中に自動的に適用されます。　まる。（複号機能）次に電源を入れたときにはの文書は項参
照）
WSPR: キットは以下にそれら機能の概要を記述します。の文書は項で説明する構成メニュー項目のタイプパラメーターに固有の機能があります；従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すって WSPR を有効化する送信モードする。
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FSKCW: キットは保存メッセージ 1 を有効化する　slow FSK　CW で、繰り返して送出することです。り返し送信モードする。
“キーダウン”モードもあり、実際に電波を出すことなくは 4Hz シフトアップされ、“キーアップ”モードもあり、実際に電波を出すことなくはキャリア周波数のプリセットで送信モードされる。
符号長さはキーヤースピードに固有の機能があります；よってコントロールのされ、CW の文書は 1 ドットに固有の機能があります；対して効果を表すということを。　メニュー項目を閲覧していたり編集する秒数のプリセットと全モデルのして変換
される。
パワーアップ時に固有の機能があります；ビーコンモードが有の機能があります；効（複号機能）OFF でな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い）時は、無線機はビーコンモードで運用を開を開
始します。　ビーコンモード運用中でも、します。　ビーコンモードされた運用を開中でも、でも、メニューレベルに深く入りこむ時はExit ボタンを押すことで、いついかなすことで、メニューレベルに深く入りこむ時はいついかなる時に固有の機能があります；でも即座に適用さ
に固有の機能があります；キャンセルのできます。　CW 送信モードモードでは GPS を有効化する接続セクションをお読みくださいしてはな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、らな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、いこと全モデルのを有効化する思われます。　仮にこの範囲外の値を入力した場合、ファームウエアい出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、してくださ
い　ー　GPS と全モデルのパドルのは、同じピンを共用します。じ I/O 信モード号プロセッサーを有効化する共用しているの文書はで GPS が送信モード機を有効化する勝手く行かない時には、何らかのデバッギングをせねばなりません。に固有の機能があります；
キーイングしてしまいます。　この文書はパラメーターが OFF 以外はあるものの、に固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；されていてビーコンが有の機能があります；効に固有の機能があります；
な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、っている場合には、構成メニュー項目のタイプメニューシステムから出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、ると全モデルの同じピンを共用します。時に固有の機能があります；ビーコンモードに固有の機能があります；入ります。

この文書はパラメーターはビーコン運用中のの文書は送信モード周波数のプリセットを有効化する決するために受信中に自動的に適用されます。　定のモデルに固有の機能があります；します。
WSPR モードでは、これはトーン 0 の文書は周波数のプリセットです。　覚えておくとよいでしょう。　もし予期せぬ機能やメニューに出くえておきましょう、バの取扱説明書です。ンド上に“の文書は WSPR サ
ブしたりできます。バの取扱説明書です。ンドはたったの文書は 200Hz の文書は帯域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使幅を測定します。　メです。　実際に電波を出すことなくの文書は送信モード周波数のプリセットがこの文書はパラメーターの文書は指定のモデルに固有の機能があります；に固有の機能があります；近い速度での数値のキーインを期く
な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ること全モデルのを有効化する確な文実に固有の機能があります；するために固有の機能があります；、あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書は 27MHz 発信モード回路のチューニングを有効化する正した場合には確な文に固有の機能があります；キャリブしたりできます。レートする必要を記述します。があり
ます。　また、あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書は送信モードが適切り替えたり、活動中のな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、 200Hz サブしたりできます。バの取扱説明書です。ンド以内と全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、るように固有の機能があります；正した場合にはしい周波数のプリセットを有効化するここで
指定のモデルに固有の機能があります；する必要を記述します。があります。　これらは実際に電波を出すことなくの文書は送信モード周波数のプリセットであり、CW オフセットでも、RIT でも、
その文書は他のメニューの文書は修正した場合にはでもな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い、こと全モデルのに固有の機能があります；注意してください。
指定のモデルに固有の機能があります；される周波数のプリセットは、WSPRnet  (PC http://wsprnet.org)  で指定のモデルに固有の機能があります；される”モードもあり、実際に電波を出すことなくUSB dial frequency” と全モデルの
も違いがあります。います。　“USB dial frequency”は実際に電波を出すことなくの文書は送信モード周波数のプリセットよりも 1500Hz低いです。　だから、
デコードされる音声が 1500Hz に固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。
従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すって、WSPR 送信モードでは、あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たは WSPR サブしたりできます。バの取扱説明書です。ンドを有効化する次に電源を入れたときにはの文書は表に固有の機能があります；従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すって選べます。択をする必要を記述します。がありま
す：
80m: 3.570000 – 3.570200

60m: 5.288600 – 5.288800

40m: 7.040000 – 7.040200

30m: 10.140100 – 10.140300

20m: 14.097000 – 14.097200

17m: 18.106000 – 18.106200

15m: 21.096000 – 21.096200

12m: 24.926000 – 24.926200

10m: 28.126000 – 28.126200
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6.2 Frequency
14,097,140

6.3 Frame
10

http://wsprnet.org/


この文書はパラメーターは WSPR 送信モードの文書は回数のプリセットを有効化する指定のモデルに固有の機能があります；します。
この文書は例えば、反復するでは、Frame　10 を有効化する表しています。　これは WSPR メッセージが 10 分に固有の機能があります； 1 回送信モードされる
こおを有効化する意味します。します。　2 分毎の）新しいサンプル加重値は、このパラメーターの逆数になります。　指数平滑移動平均が速の文書は送信モードだと全モデルの WSPR スロットは非社会的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使と全モデルの考えられます。　えられます。10 分おきの文書は
送信モードが正した場合には常に有益な測定、と全モデルのするの文書はが一般に考えられています。に固有の機能があります；考えられます。　えられています。

もし誰もがその時間からスタートしてもがその文書は時間からスタートして 10 分の文書は反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。レートで送信モードするな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、らば、み使用可能です。んな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、が同じピンを共用します。時に固有の機能があります；送信モード
するの文書はで、膨大きさはアンダーライな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、アクティビティが 10 分置きに固有の機能があります；起こっているのかの感覚を持てこること全モデルのに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。　そして他のメニュー局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他からの文書は干渉を避けた
の文書は可能があります；性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すが大きさはアンダーライきくな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、るでしょう。　これを有効化する避けたけるために固有の機能があります；、あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たはスタートタイマーを有効化する決するために受信中に自動的に適用されます。　めること全モデルの
ができます。　この文書は例えば、反復するの文書は Start Time 04　は、最初の文書は送信モードは、その文書は時間の文書は 4 分過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　ぎに固有の機能があります；開できるわけ始めても構いません。すること全モデルの
を有効化する意味します。します。　後続セクションをお読みくださいの文書は送信モードは、その文書は後 Frame 分だけ後に固有の機能があります；はじまります。　この文書は例えば、反復するではその文書は時間
の文書は、14、24、34、分過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　ぎに固有の機能があります；送信モードします。

WSPR コールのサインが WSPR メッセージ中のに固有の機能があります；コード化するｓれる最初のパラメーターです。れる最初の文書はパラメーターです。
あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書はコールのサインは WSPR プロトコルのの文書は規定のモデルに固有の機能があります；する特定のモデルに固有の機能があります；の文書は制約に固有の機能があります；従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すわねばな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、りません。
これらの文書は制約は WSPR処理がコールのサインを有効化する効率です。　符号と符号の間は１ドッよく圧縮データフォーマットです。　記号は音声として送信されます。　各トーンは、できること全モデルのを有効化する助けている。　ビーコン機能はけます。　同じピンを共用します。時に固有の機能があります；
Maidenhead ロケーターと全モデルのパワーレベルのと全モデルのと全モデルのもに固有の機能があります；全てのファームウエアバージョンは、全体マイクロコントローラ制御の送受信切り替えスイッチにより、無でたったの文書は 50 バの取扱説明書です。イナリ Bit に固有の機能があります；圧縮データフォーマットです。　記号は音声として送信されます。　各トーンは、するの文書はで
す。
コールのサインは 4～6 文字まで、残りであること全モデルの。
コールのサインは下にそれら機能の概要を記述します。記の文書はごと全モデルのく構成メニュー項目のタイプせねばな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、らな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い：
1) One character which can be A-Z or 0-9 or a SPACE

2) One character which can be A-Z or 0-9

3) One character which must be a number 0-9

4) Three characters which can be A-Z or a SPACE

私の好みの自動送信モードは、の文書はコールのサインは、5 文字まで、残り構成メニュー項目のタイプである、これらの文書はコールのサインルのールのに固有の機能があります；合には致するために固有の機能があります；最初に固有の機能があります； 1

文字まで、残りの文書は空白文字まで、残りを有効化する入れねばな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、らな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い。　入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使したコールのサインが必要を記述します。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ルのールのに固有の機能があります；従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すっていな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い場合には
は、エラーメッセージが構成メニュー項目のタイプメニューシステムから出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、る時に固有の機能があります；表示されます。

この文書は場合には、WSPR　Call パラメーターに固有の機能があります；戻るかします。って、あな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書はコールのサインが要を記述します。件を有効化する満たすように固有の機能があります；する
ために固有の機能があります；、修正した場合には法があります。　大変便利な方法です。　モールスキーとを有効化する理解するように固有の機能があります；努めてください。　キーを使ってコールサインテキストを入力すめてください。　キーを有効化する使ってコールのサインテキストを有効化する入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使す
る場合には、空白を有効化するキーで入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使すること全モデルのはできません！　その文書は場合には、最初の文書は空白文字まで、残りは（複号機能）必要を記述します。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、場合には
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6.4 Start
04

6.5 WSPR call
G0UPL

Beacon error:
WSPR call



は）ボタンと全モデルのロータリーエンコーダーを有効化する使って、Text パラメーターの文書は編集の文書は項を有効化する参照して入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使し
てください。

ロケーターあ WSPR メッセージ内に固有の機能があります；コード化するされる 2 つ目の文書はパラメーターです。　それは 4 文字まで、残り
の文書は Maidenhead スクエアです。　ここで入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使するテキストは有の機能があります；効な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、 Maidenhead スクエアでな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、け
ればな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、りません。　違いがあります。った場合にはは構成メニュー項目のタイプメニューシステムから出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、た時に固有の機能があります；エラーメッセージ生成メニュー項目のタイプされま
す。
GPS 受信モード機を有効化する接続セクションをお読みくださいしている場合には、GPS 受信モード機が、GPS 受信モードモジュールのからの文書はシリアルのデータスト
リングに固有の機能があります；含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。まれる緯度・経度情報から計算される（してロケーターを有効化する更に詳細は各機能の後続セクションをお読みください新します。

WSPR メッセージ内に固有の機能があります；コード化するされる 3番目の文書は最後の文書はパラメーターは dBm で定のモデルに固有の機能があります；義された多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。される送信モード機パ
ワーです。　この文書はパラメーターは手く行かない時には、何らかのデバッギングをせねばなりません。動メッセージ送信モードで、ここで編集され、WSPR メッセージ内に固有の機能があります；コード化するされま
す。　それは実際に電波を出すことなくに固有の機能があります；送信モードされるパワーを有効化する測定のモデルに固有の機能があります；したもの文書はではありません。　これはみ使用可能です。んな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、が良く打つことです。く間違いがあります。
うと全モデルのころです。　これは、単に固有の機能があります；オペレーターが、どの文書は数のプリセット値に下線がを有効化する WSPR メッセージの文書はコード化するの文書はため
に固有の機能があります；構成メニュー項目のタイプしたかを有効化する意味します。するだけです。　WSPR パワーは、次に電源を入れたときにはの文書は数のプリセット値に下線がの文書はいずれかに固有の機能があります；制約されます； 0, 

3, 7, 10, 13, 17, 20, 23, 27, 30, 33, 37, 40, 43,　47, 50, 53, 57 および 60dBm. 

もし、これ以外はあるものの、を有効化する指定のモデルに固有の機能があります；すると全モデルの、エラーメッセージが構成メニュー項目のタイプメニューから出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、る時に固有の機能があります；生成メニュー項目のタイプされます。
この文書は例えば、反復するでは、構成メニュー項目のタイプされた値に下線がは 37dBm で 5W の文書は RF 送信モード出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；対して効果を表すということを。　メニュー項目を閲覧していたり編集応じてします。

この文書はキットは内部がに固有の機能があります；実時間クロックを有効化する持っており、っており、ビーコン（複号機能）WSPR と全モデルの CW）の文書は送信モードタイミングに固有の機能があります；
使われます。　この文書は構成メニュー項目のタイプはあな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たが実時間クロックを有効化する設定のモデルに固有の機能があります；すること全モデルのを有効化する可能があります；に固有の機能があります；します。　この文書はメ
ニューの文書は編集を有効化する終わったときにはえると全モデルのクロック設定のモデルに固有の機能があります；が有の機能があります；効と全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、り秒数のプリセット値に下線がは（複号機能）内部がで計測されるが表示されな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い）
ゼロに固有の機能があります；セットされます。　編集の文書は終わったときにはわり方を分割した状態で操作（は、分の文書は設定のモデルに固有の機能があります；後に固有の機能があります； Select ボタンを有効化する押すすか、いつでも
Exit ボタンを有効化する押すせば終わったときにはわれます。　WSPR（複号機能）等）モードでは正した場合には確な文な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、時刻はが必須です。　“です。　“System 

frq.”パラメーターを有効化する注意深く伝搬研究を引き受けることもできまく調整ツールすれば、20MHz 発信モード回路のチューニングは GPS な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、しでも 1週間は WSPR の文書はた
めの文書は正した場合には確な文な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、時刻はを有効化する保てます。　GPS モジュールのを有効化する使う場合には、そして、正した場合にはしくデコードされた有の機能があります；効な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、
シリアルのデータストリームがあれば、時刻はは自動メッセージ送信モード的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；されます。　正した場合には確な文な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、実時刻はクロックは
WSPR ビーコン送信モードタイミングの文書はため以外はあるものの、に固有の機能があります；は必要を記述します。ありません。　リアルのタイムクロックは画面の下段に表示されます。の文書は
下にそれら機能の概要を記述します。段右端にメッセージ番号（この場合はに固有の機能があります；表示されます。　ここで設定のモデルに固有の機能があります；した時刻はがリアルのタイムクロックと全モデルのして表示される時刻はに固有の機能があります；
な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。
時刻はは HH:MM型は式で表示されます。

33

QCX operating manual, firmware 1.07, manual edit 0.03

6.6 WSPR locator
IO90

6.7 WSPR power
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6.8 Set time
15:56



4.14 そのチューニング他のメニューのチューニングメニュー
この文書はメニューに固有の機能があります；は、他のメニューの文書は構成メニュー項目のタイプメニューカテゴリーに固有の機能があります；フィットしな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い雑多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、設定のモデルに固有の機能があります；を有効化する含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。み使用可能です。ます。

これは Number タイプの文書はパラメーターで、ボタンの文書は“押すし”モードもあり、実際に電波を出すことなくの文書は種は類を判別します。を有効化する判別されることになりします。
省略値に下線がは、300 ミリ秒（複号機能）上に“記例えば、反復する）に固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；されますが、必要を記述します。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ら変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みください可能があります；です。　これは最初に固有の機能があります；ボタ
ンを有効化する押すした後の文書は経過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　時間を有効化するミリ秒の文書は数のプリセット値に下線がで表します。　それに固有の機能があります；より一定のモデルに固有の機能があります；の文書は決するために受信中に自動的に適用されます。　定のモデルに固有の機能があります；がな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、されます：
a) この文書は経過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　時間の文書は後、再びボタンが押すされな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い場合には、”モードもあり、実際に電波を出すことなくsingle press（複号機能）チョン押すし）”モードもあり、実際に電波を出すことなくと全モデルの見つけます。　な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、しま

す。
b) この文書は経過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　時間後もボタンを有効化する押すしたままである（複号機能）最初に固有の機能があります；押すしてから 300 ミリ秒以上に“経過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　）した場

合には、”モードもあり、実際に電波を出すことなくsingle long press(PC 長押すし)”と全モデルの見つけます。　な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、します。
c) ボタンが 300 ミリ秒経過ぎてしまった時間をどうすることもできません。　する以前に固有の機能があります；再度押すされた場合には、”モードもあり、実際に電波を出すことなくdouble click（複号機能）2 度押すし）”モードもあり、実際に電波を出すことなくと全モデルの見つけます。　な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、す。

この文書は Boolean タイプの文書はパラメーターは、画面の下段に表示されます。上に“上に“段右側のみがに固有の機能があります；バの取扱説明書です。ッテリー icon を有効化する表示するか否かかを有効化する制
御は、します。　バの取扱説明書です。ッテリー電圧の文書は測定のモデルに固有の機能があります；と全モデルの表示は、移動メッセージ送信モード運用の文書はように固有の機能があります；バの取扱説明書です。ッテリー電源で運用する人がいるかもし々に編集できます。（後述）に固有の機能があります；
は便利に使えます。　例えば、反復するでしょう。
バの取扱説明書です。ッテリー電圧の文書は測定のモデルに固有の機能があります；と全モデルの表示の文書はために固有の機能があります；は、“DVM”入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使ヘッダーピンを有効化する、供したり、給電圧ヘッダーピンに固有の機能があります；
ジャンパーする必要を記述します。があります。　この文書はハードウエア配線は組み込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。立したて指示書はに固有の機能があります；記載します。されています。

これはミリボルのトで指定のモデルに固有の機能があります；された電圧です。　バの取扱説明書です。ッテリーは“full”状態で操作（と全モデルの思われます。　仮にこの範囲外の値を入力した場合、ファームウエアわれます。

これはバの取扱説明書です。ッテリー icon の文書は縦棒 1本の文書はステップを有効化するミリボルのトで表します。　この文書は例えば、反復するでは、バの取扱説明書です。ッテ
リー full は 13.8V、ステップは 1V（複号機能）=1,000mV）。　バの取扱説明書です。ッテリー icon は 0から full まで 7 つの文書は
長いバの取扱説明書です。ーが表示され、間に固有の機能があります； 5 つの文書は中の間バの取扱説明書です。ーが表示されます。　Full の文書は場合にはは 13.8 ステップ
（複号機能）=13.8V）と全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、る。　表示される icon の文書は意味します。は、（複号機能）この文書は例えば、反復するでは：）
 Full: 12.81V to 13.8V (PC 実際に電波を出すことなくに固有の機能があります；は 13.8V 以上に“も有の機能があります；り得ます。る)

 5 bars: 11.81V to 12.8V

 4 bars: 10.81V to 11.8V

 3 bars: 9.81V to 10.8V
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7.1 Dbl. click
300

7.2 Battery
OFF

7.3 Batt. full
13,800

7.4 Batt. step
1,000



 2 bars: 8.81V to 9.8V

 1 bar: 7.81V to 8.8V

 Empty: 7.8V and below

2 つの文書はカーソルのスタイルのが可能があります；です。　2 つと全モデルのは、アンダーラインカーソルの（複号機能）省略時）、と全モデルの点での接続では、滅する反転カーソルの表示も可能です。　
カーソルの（複号機能）編集文字まで、残りと全モデルの白いブしたりできます。ロックの文書は反転カーソルの表示も可能です。　）です。　
ON はカーソルのスタイルのは点での接続では、滅する反転カーソルの表示も可能です。　、OFF はアンダーラインカーソルの（複号機能）省略値に下線が）と全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。
この文書は設定のモデルに固有の機能があります；は単に固有の機能があります；メニューシステム編集の文書は間の文書はカーソルのの文書は表示に固有の機能があります；影響するだけです。　通です。　常に有益な測定の文書は運用
モードでは、この文書は指定のモデルに固有の機能があります；に固有の機能があります；関する拡張わらず、チューニングレートの文書は表示に固有の機能があります；はアンダーラインカーソルのが常に有益な測定に固有の機能があります；
使われます。

この文書は設定のモデルに固有の機能があります；が ON の文書は時に固有の機能があります；は、初歩的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、 S メーター（複号機能）信モード号強度計）が画面の下段に表示されます。の文書は上に“段右に固有の機能があります；表示されます。

この文書は Number タイプパラメーターは、S メーターの文書は感じるため、幾度を有効化する規定のモデルに固有の機能があります；します。　S メーターは 12 の文書はバの取扱説明書です。ー
が使われます。　S メーターの文書はバの取扱説明書です。ー 1本が、増幅を測定します。　メ測定のモデルに固有の機能があります；スケールの上に“に固有の機能があります；指定のモデルに固有の機能があります；された“S メーターステッ
プ”モードもあり、実際に電波を出すことなく数のプリセット値に下線がに固有の機能があります；割した状態で操作（り当のメニュー項目まで行き、てられます。（複号機能）だからバの取扱説明書です。ー 1本は 100 です）　この文書は例えば、反復するでは、S メーターの文書は 12本
の文書はバの取扱説明書です。ーの文書はスケールのは、増幅を測定します。　メ測定のモデルに固有の機能があります；区間 0から 1200 と全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。　S メーターステップが小さいパルスを生成するインパルスノイズは無視されさいと全モデルの S

メーターは高感じるため、幾度と全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、り、大きさはアンダーライきいと全モデルの低感じるため、幾度と全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。　S メーターの文書は読みくださいみ使用可能です。はバの取扱説明書です。ーの文書は表示の文書はみ使用可能です。で非
常に有益な測定に固有の機能があります；正した場合には確な文な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、意味します。ではありません。　と全モデルのに固有の機能があります；かく、アナログ vs デジタルのコンバの取扱説明書です。ーター（複号機能）ADC）がサン
プルのした音声は、音声増幅を測定します。　メゲイン局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他面の下段に表示されます。の文書は後ですから、増幅を測定します。　メは受信モードゲインの文書は設定のモデルに固有の機能があります；に固有の機能があります；依存します。

この文書は構成メニュー項目のタイプはあな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たがカストマイズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、した自身の信号の受信時に、たぶん、受信機をオーバードライブしているだろうから！）の文書は“Splash”スクリーンを有効化する QCX+を有効化するパワーアップ時に固有の機能があります；表
示するために固有の機能があります；使います。　通です。　常に有益な測定、パワーアップする時に固有の機能があります；はこの文書はスクリーンが表示されます。

この文書は画面の下段に表示されます。は、ファームウエアの文書はバの取扱説明書です。ージョン番号を有効化する表示します。（複号機能）この文書は例えば、反復するではバの取扱説明書です。ージョン 1.06 で
す）
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7.5 Cursor blink
OFF

7.6 S-meter
OFF

7.7 S-meter step
100

7.8 Custom splsh
OFF

5W CW Tcvr 1.06
QRP Labs, 2019



“Custom splsh”構成メニュー項目のタイプパラメーターを有効化する ON に固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；した時は、メッセージメモリーの文書は 11 と全モデルの 12 が画面の下段に表示されます。
上に“段と全モデルの下にそれら機能の概要を記述します。段に固有の機能があります；それぞれ表示されます。　だから、普通です。　はこれらの文書はメッセージ番号（複号機能）11、12）は
CW 送出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、の文書は目的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；は使いません。（複号機能）システムはそれを有効化する禁止することしてはいませんが）。　メモリ 11 も 12

も空の文書は場合には、省略値に下線がの文書は Splash スクリーンの文書は内容を非活動中の（複号機能）この文書は例えば、反復する）が上に“段下にそれら機能の概要を記述します。段それぞれに固有の機能があります；表示されます。
従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すって、上に“段、下にそれら機能の概要を記述します。段、あるいは、両方を分割した状態で操作（と全モデルのも、望の周波数を見つけます。　むように固有の機能があります；カストマイズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、すること全モデルのが可能があります；です。

ON に固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；すると全モデルの、運用期間中の、実時刻はクロックが画面の下段に表示されます。下にそれら機能の概要を記述します。段の文書は右側のみがに固有の機能があります；表示されます。
時刻はは QCX+がパワーダウンすると全モデルの維持っており、されません。　この文書はクロックは“Beacon”メニューの文書は
“Set time”メニュー項目で設定のモデルに固有の機能があります；できます。　または、QRP Labz　QLG1 の文書はような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、 GPS を有効化する接続セクションをお読みくださいす
ること全モデルのに固有の機能があります；よりクロックを有効化する設定のモデルに固有の機能があります；すること全モデルのも出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、来ます。ます。　GPS と全モデルのパドルのは同じピンを共用します。じマイクロコントローラー
入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使（複号機能）回路のチューニング図するものです。　とくにトランシーバーから操作周波数や他の操作パラメーターを読みだすタ参照）を有効化する共用しているの文書はで、CW モードで GPS を有効化する繋ぐことにより設定できます。　いだままに固有の機能があります；しておくと全モデルの、GPS 信モード
号が送信モード機を有効化するキーイングしてしまいます。
QCX+は自動メッセージ送信モード的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります； GPS シリアルのデータの文書は存在チューニング中の単位数値に下線がを有効化する察知りたいでし、“Practice（複号機能）練習”モードもあり、実際に電波を出すことなく）”モードもあり、実際に電波を出すことなくモードを有効化する有の機能があります；効に固有の機能があります；し（複号機能）P

が上に“段に固有の機能があります；表示される）、キーイングを有効化する防止することします。　GPS 信モード号の文書はキーイングは高い duty cycle の文書は
故ならに固有の機能があります；パワーアンプの文書はトランジスタに固有の機能があります；ダメージを有効化する与えてしまいます。　えてしまいます。　QCX+は、GPS が接続セクションをお読みくださいされて
いれば、（複号機能）Alignment メニューの文書は GPS キャリブしたりできます。レーションメニュー内に固有の機能があります；いな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、くても、ビーコン
モードで運用中のでな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、くても）自動メッセージ送信モード的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；シリアルのデータを有効化する解析によってセットされます。　時刻は“します。　GPS が非接続セクションをお読みくださいであれば、一
時的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、 Practice モードは自動メッセージ送信モード的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；無効と全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、り、トランシーバの取扱説明書です。ーの文書は通です。　常に有益な測定運用に固有の機能があります；戻るかします。ります。　従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すって、
時刻はを有効化する合にはわせたいな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ら、単純に行全体を保存に固有の機能があります； GPS を有効化する接続セクションをお読みくださいし、実時刻はクロックが更に詳細は各機能の後続セクションをお読みください新されるまで待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ち、その文書は後
GPS を有効化する外はあるものの、す、と全モデルのいうように固有の機能があります；すればよろしい。　シャック GPS が使えるな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ら、これが時刻はを有効化する簡単に固有の機能があります；
セットする簡便な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、方を分割した状態で操作（法があります。　大変便利な方法です。　モールスキーとです。

この文書はパラメーターは、　MHZ、KHz、Hz、等の文書は周波数のプリセットや電波の弱い条件下ではQCX+スクリーンの文書は数のプリセット値に下線が表示の文書は間に固有の機能があります；使う
デリミター文字まで、残りを有効化する指定のモデルに固有の機能があります；します。　　省略値に下線がは　コンマ　“,”です。　お好みの操作周波数をみ使用可能です。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ら dot“.”を有効化する指定のモデルに固有の機能があります；して
も構いません：例えば、反復するえば、ヨーロッパの文書は慣れるまでの間、覚えておくとよいでしょう。　もし予期せぬ機能やメニューに出く習”モードもあり、実際に電波を出すことなくでは千の単位のセパレーターにはの文書は単位の文書はセパレーターに固有の機能があります；は dot を有効化する使います。
技術的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；は、QCX+で使用可能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、どんな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、文字まで、残りを有効化する使っても構いません。　が、一般に考えられています。的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；は、コンマか
ドットが普通です。　の文書は選べます。択をと全モデルのして期待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、されます。

この文書はパラメーターは QCX-mini モデルのに固有の機能があります；の文書はみ使用可能です。適用されます。　バの取扱説明書です。ックライトを有効化する ON に固有の機能があります；するかOFF

に固有の機能があります；するかです。　この文書は設定のモデルに固有の機能があります；は EEPROM に固有の機能があります；保存され次に電源を入れたときには回の文書はパワーアップ時に固有の機能があります；自動メッセージ送信モード的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；適用されます。
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7.9 Clock
OFF

7.10 Delim.
,

7.11 Backlight
OFF



EEPROM に固有の機能があります；保存せずに固有の機能があります；、一時的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；バの取扱説明書です。ックライトを有効化する制御は、すること全モデルのもできます。　ロータリーエン
コーダー軸がボタンにボタンを有効化するダブしたりできます。ルのタッピングするだけです。

この文書はメニュー項目は工場出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、荷状態で操作（に固有の機能があります；戻るかします。すこと全モデルの（複号機能）Factory reset）を有効化する可能があります；に固有の機能があります；します。
Factory reset は無線機を有効化する向上に“出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、荷時の文書は省略値に下線がに固有の機能があります；よって提供したり、します。　すべてが消去され、カーソルはされ、省略値に下線が
の文書はパラメーターに固有の機能があります；戻るかします。ります。
誤ってこの文書は劇的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ステップの文書は引き受けることもできまき金を引くことを避けるために、を有効化する引き受けることもできまくこと全モデルのを有効化する避けたけるために固有の機能があります；、Factory reset はバの取扱説明書です。ーチャルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、 2

文字まで、残りの文書はパラメーターに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、っています。
リセットを有効化する行の運用パラメーターの保存（うに固有の機能があります；は：
 Select ボタンを有効化する押すし、この文書はメニュー項目の文書は編集を有効化する開できるわけ始めても構いません。すると全モデルの　値に下線が 00 が表示される
 ロータリーエンコーダーを有効化する使って値に下線がを有効化する 17 に固有の機能があります；変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいする
 Select または Exit ボタンを有効化する押すし、値に下線が 17 を有効化する入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使する。　Factory reset が実行の運用パラメーターの保存（される
Factory reset の文書は実行の運用パラメーターの保存（に固有の機能があります；は EEPROM の文書は内容を非活動中のがすべて書はき込みの調整ツールメニューがあるまれるの文書はに固有の機能があります；数のプリセット秒かかります。　その文書は
後、”モードもあり、実際に電波を出すことなくSelect band”プロンプトが最初に固有の機能があります；パワーアップした時と全モデルの同じピンを共用します。様、再度現れる。　

4.15 Alignment（調整） メニュー調整） メニューメニュー
Alignment メニューに固有の機能があります；は幾つかの基本機能も提供します。つかの文書はツールのが含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。まれており無線機の文書はアラインメント(PC 調整ツール)と全モデルのキャリブしたりできます。
レーション（複号機能）較正した場合には）を有効化する行の運用パラメーターの保存（います。　内蔵の調整ツールの文書は信モード号生成メニュー項目のタイプ回路のチューニングを有効化する使ってテスト信モード号を有効化する受信モード回路のチューニングの文書は入り口に固有の機能があります；
注入します。
これらの文書はツールのを有効化する正した場合にはしく使えば、外はあるものの、部がの文書はテスト用具を全く使わなくても受信機の調節と調整ができを有効化する全てのファームウエアバージョンは、全く使わな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、くても受信モード機の文書は調節しているときには、画面の右と全モデルの調整ツールができ
ます。　組み込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。立したて指示書はの文書は組み込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。立したて部が品の巻末の調整／調節の項を参照してください。　これらのの文書は巻末の調整／調節の項を参照してください。　これらのの文書は調整ツール／調節しているときには、画面の右の文書は項を有効化する参照してください。　これらの文書は
ツールの使い方を分割した状態で操作（が書はいてあります。　BPF の文書は応じて答があったら、キーをタップして自動送出モードをキャンセルして、送信を行うことを有効化するピークに固有の機能があります；したり、不要を記述します。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、サイドバの取扱説明書です。ンドを有効化する I-Q バの取扱説明書です。ラ
ンスと全モデルの音声フェーズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、シフト調節しているときには、画面の右を有効化する使って最小さいパルスを生成するインパルスノイズは無視され化するしたりできます。

　指定のモデルに固有の機能があります；あ
Align frq.パラメーターは Alignment ツールのが運用する周波数のプリセットを有効化する指定のモデルに固有の機能があります；します。　指定のモデルに固有の機能があります；する周波数のプリセットが
無線機の文書は運用バの取扱説明書です。ンドの文書は CW セクションの文書は中の央に固有の機能があります；あること全モデルのを有効化する確な文かめてください。

I-Q バの取扱説明書です。ランス調整ツールを有効化する実行の運用パラメーターの保存（する音声周波数のプリセットを有効化する指定のモデルに固有の機能があります；します。
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7.11 Factory rst
Sure? enter 17

8.1 Align frq
14,020,000

8.2 I-Q bal frq
700



省略値に下線がと全モデルのして、この文書は値に下線がは 700Hz に固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；されています。　これは音声フィルのターの文書は中の央値に下線がで、CW

オフセット周波数のプリセットと全モデルのして通です。　常に有益な測定使われる周波数のプリセットです。

Low音声周波数のプリセット 90 度フェーズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、シフトが実行の運用パラメーターの保存（される音声周波数のプリセットを有効化する指定のモデルに固有の機能があります；します。

High音声周波数のプリセット 90 度フェーズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、シフトが実行の運用パラメーターの保存（される音声周波数のプリセットを有効化する指定のモデルに固有の機能があります；します。

Si5351A シンセサイザーチップが参照する周波数のプリセットです。　ここを有効化する 27MHz水晶発振器の文書は実際に電波を出すことなくの文書は発信モード
周波数のプリセットに固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；すると全モデルの、無線機の文書は出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使周波数のプリセットが正した場合には確な文に固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。　通です。　常に有益な測定 27MHz水晶発振器は 3～
5kHz

間で高めに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。　省略値に下線がを有効化する 27.004MHz（複号機能）4kHz高い）に固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；している理由で、これを変えたい人がいるかもしです。　信モード頼でで
きる受信モード機で受信モード周波数のプリセットを有効化する正した場合には確な文に固有の機能があります；表示できるもの文書はを有効化する持っており、っているな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ら、自分で 27MHz基準のモールスタイミングです。　しかし、いろいろな理由で、これを変えたい人がいるかもし値に下線がを有効化する測定のモデルに固有の機能があります；
できます。　他のメニューの文書は方を分割した状態で操作（法があります。　大変便利な方法です。　モールスキーともあります！　　信モード号発生器を有効化する特定のモデルに固有の機能があります；の文書は周波数のプリセット、例えば、反復するえば 10ＭＨｚにセットしに固有の機能があります；セットし
ます。
そして、例えば、反復するえば、10MＨ z参照に固有の機能があります；対して効果を表すということを。　メニュー項目を閲覧していたり編集してビートします。　音声オフセットを有効化する測定のモデルに固有の機能があります；すれば、指定のモデルに固有の機能があります；すべ
き正した場合には確な文な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、 27MHz基準のモールスタイミングです。　しかし、いろいろな理由で、これを変えたい人がいるかもし周波数のプリセットを有効化する計算される（できます。　GPS ユニットが使用可能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、らば、この文書は操作が非常に有益な測定
に固有の機能があります；簡単に固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります　―中、特に　GPS キャリブしたりできます。レーションツールのを有効化する使ってこの文書は値に下線がを有効化するキャリブしたりできます。レートできます。
（複号機能）後続セクションをお読みください参照）
注意：　QCX+や電波の弱い条件下ではQCX-mini モデルのの文書は TCXO オプションを有効化する使う場合には、GPS キャリブしたりできます。レーション機
能があります；を有効化する使う前に固有の機能があります；、この文書はパラメーターを有効化する手く行かない時には、何らかのデバッギングをせねばなりません。動メッセージ送信モードで 25,000,000 に固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；せねばな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、りません。
QCX 無線機を有効化する 160m バの取扱説明書です。ンドで組み込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。立したてるに固有の機能があります；は、12MHz水晶発振器を有効化する（複号機能）27MHz水晶の文書は場所に固有の機能があります；）使
わねばな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、りません。　そして無線機の文書は運用の文書は前に固有の機能があります；手く行かない時には、何らかのデバッギングをせねばなりません。動メッセージ送信モードでこの文書はパラメーターを有効化する 12,000,000 に固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；せ
ねばな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、りません。

システム発信モード周波数のプリセットです。　この文書は無線機ではマイクロコントローラーの文書はクロックは 20MHz の文書はクリ
スタルの（複号機能）水晶）です。　実際に電波を出すことなくの文書は 20MHz 周波数のプリセットを有効化する（複号機能）混信モードせずに固有の機能があります；）測定のモデルに固有の機能があります；できるな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ら、その文書は周波数のプリセットを有効化するこ
こに固有の機能があります；入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使できます。　例えば、反復するえば、周波数のプリセット表示が信モード頼でできる広い異なる信号強度に対処するために、自動的に変化せねばなり帯域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使受信モード機で 20Mz 信モード号を有効化する聞いている活動中のくこと全モデルのがで
きるでしょう。　20MHz システムクロックはタイミング目的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使での文書はみ使用可能です。使われます。　WSPR ビーコ
ン機能があります；を有効化する GPS 無しで運用しようと全モデルのしな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い限で反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。り、この文書は設定のモデルに固有の機能があります；は非常に有益な測定に固有の機能があります；致命的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使と全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ること全モデルのはありません。
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8.3 Phase Lo frq
600

8.4 Phase Hi frq
800

8.5 Ref frq
27,004,000

8.6 System frq
20,000,000



GPS ユニットが使用可能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ら、GPS キャリブしたりできます。レーションツールのでこの文書は値に下線がを有効化するキャリブしたりできます。レートするこ
と全モデルのができます。（複号機能）後続セクションをお読みください参照）

Select ボタンを有効化する押すすと全モデルの、基準のモールスタイミングです。　しかし、いろいろな理由で、これを変えたい人がいるかもし周波数のプリセットで信モード号発生器を有効化する活動メッセージ送信モード化するします、そして、700Hz で測定のモデルに固有の機能があります；された
音声振幅を測定します。　メを有効化する示すバの取扱説明書です。ーが画面の下段に表示されます。上に“に固有の機能があります；表示します。　BPF トリマーキャパシタを有効化する調節しているときには、画面の右して振幅を測定します。　メが最大きさはアンダーライと全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、
るように固有の機能があります；します。　この文書はプロセスは、組み込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。立したて指示書はの文書は組み込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。立したて部が品の巻末の調整／調節の項を参照してください。　これらのの文書は巻末の調整／調節の項を参照してください。　これらのに固有の機能があります；“Adjustment and 

alignment”の文書は項と全モデルのして説明されています。
調整中でも、は 50ΩΩ の表示：ダミーロードされたを使うこと！うこと！

Select ボタンを有効化する押すすと全モデルの、基準のモールスタイミングです。　しかし、いろいろな理由で、これを変えたい人がいるかもし周波数のプリセットと全モデルの受信モード信モード号を有効化する不要を記述します。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、サイドバの取扱説明書です。ンドと全モデルのするオフセットで信モード号発生
器を有効化する活性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用す化するします。　画面の下段に表示されます。上に“に固有の機能があります；バの取扱説明書です。ーが表示され、700Hz で測定のモデルに固有の機能があります；された音声振幅を測定します。　メが表示されます。
I-Q バの取扱説明書です。ランス用トリマーポテンションメーターを有効化する調節しているときには、画面の右して振幅を測定します。　メを有効化する最小さいパルスを生成するインパルスノイズは無視されに固有の機能があります；します。
この文書は手く行かない時には、何らかのデバッギングをせねばなりません。順で変化させます。　スタートアップ時の省略時のは、組み込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。立したて指示書はの文書は組み込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。立したて部が品の巻末の調整／調節の項を参照してください。　これらのの文書は巻末の調整／調節の項を参照してください。　これらのに固有の機能があります；“Adjustment and alignment”の文書は項と全モデルのして
説明されています。

Select ボタンを有効化する押すすと全モデルの、基準のモールスタイミングです。　しかし、いろいろな理由で、これを変えたい人がいるかもし周波数のプリセットと全モデルの受信モード信モード号を有効化する不要を記述します。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、サイドバの取扱説明書です。ンドと全モデルのするオフセット（複号機能）例えば、反復するえば
600Hz で）で信モード号発生器を有効化する活性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用す化するします。　画面の下段に表示されます。上に“に固有の機能があります；バの取扱説明書です。ーが表示され測定のモデルに固有の機能があります；された音声振幅を測定します。　メが表示
されます。　　低域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使（複号機能）Low）周波数のプリセットフェーズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、調節しているときには、画面の右用トリマーポテンションメーターを有効化する調節しているときには、画面の右して振幅を測定します。　メ
を有効化する最小さいパルスを生成するインパルスノイズは無視されに固有の機能があります；します。　この文書は手く行かない時には、何らかのデバッギングをせねばなりません。順で変化させます。　スタートアップ時の省略時のは、組み込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。立したて指示書はの文書は組み込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。立したて部が品の巻末の調整／調節の項を参照してください。　これらのの文書は巻末の調整／調節の項を参照してください。　これらのに固有の機能があります；“Adjustment and 

alignment”の文書は項と全モデルのして説明されています。

Select ボタンを有効化する押すすと全モデルの、基準のモールスタイミングです。　しかし、いろいろな理由で、これを変えたい人がいるかもし周波数のプリセットと全モデルの受信モード信モード号を有効化する不要を記述します。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、サイドバの取扱説明書です。ンドと全モデルのするオフセット（複号機能）例えば、反復するえば
800Hz で）で信モード号発生器を有効化する活性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用す化するします。　画面の下段に表示されます。上に“に固有の機能があります；バの取扱説明書です。ーが表示され測定のモデルに固有の機能があります；された音声振幅を測定します。　メが表示
されます。　　高域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使（複号機能）High）周波数のプリセットフェーズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、調節しているときには、画面の右用トリマーポテンションメーターを有効化する調節しているときには、画面の右して振幅を測定します。　メ
を有効化する最小さいパルスを生成するインパルスノイズは無視されに固有の機能があります；します。　
この文書は手く行かない時には、何らかのデバッギングをせねばなりません。順で変化させます。　スタートアップ時の省略時のは、組み込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。立したて指示書はの文書は組み込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。立したて部が品の巻末の調整／調節の項を参照してください。　これらのの文書は巻末の調整／調節の項を参照してください。　これらのに固有の機能があります；“Adjustment and alignment”の文書は項と全モデルのして
説明されています。
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8.7 Peak BPF
Press Select!

8.8 I-Q bal
Press Select!

8.9 Phase Lo
Press Select!

8.10 Phase Hi
Press Select!

8.11 Cal ref osc
Press Select!



QRP Labs の文書は QLG1（複号機能）http://qrp-labs.com/qlg1）の文書はような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、、1 パルのス／秒（複号機能）1pps）出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使信モード号の文書は 
GPS 受信モードモジュールのを有効化する接続セクションをお読みくださいしている場合には、Select ボタンを有効化する押すすと全モデルの、マイクロコントローラーは周
波数のプリセットカウンターゲートと全モデルのして、1pps　を有効化する使用します。　27MHz の文書は参照周波数のプリセットは 4 で除算される（され、マ
イクロコントローラーの文書は Timer1入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；導かれます。　そこでは周波数のプリセットカウントを有効化する入手く行かない時には、何らかのデバッギングをせねばなりません。するの文書はに固有の機能があります； 4

秒計測されます。　この文書は値に下線がは EEPROM の文書は構成メニュー項目のタイプパラメータに固有の機能があります；保存されます。　メニュ項目“8.6　
Ref frq.”で編集可能があります；です。　ファームウエアは周波数のプリセットエラーを有効化する正した場合にはすために固有の機能があります；補正した場合には調整ツール値に下線がを有効化する計算される（します。
　そして出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使周波数のプリセットが精密に目標値（サブに固有の機能があります；目標値に下線が（複号機能）サブしたりできます。 Hz の文書は正した場合には確な文さ）と全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ること全モデルのを有効化する確な文実に固有の機能があります；します。　普通です。　、周
辺温度の文書は変化するは、水晶発振周波数のプリセットを有効化する幾つかの基本機能も提供します。分変化するさせる原因するすべての不正確性、温度変化による周波数に固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。　GPS を有効化する使って周波数のプリセット発信モード回
路のチューニングを有効化するキャリブしたりできます。レートすると全モデルの、システム発信モード回路のチューニングも自動メッセージ送信モード的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；シリアルのデータストリームを有効化する解析によってセットされます。　時刻は“して実
時刻はクロックや電波の弱い条件下ではMaidenhead ロケータースクエア（複号機能）緯度経度から計算される（）を有効化する設定のモデルに固有の機能があります；します：これらは
WSPR ビーコンと全モデルのして無線機を有効化する使う場合にはに固有の機能があります；は、ビーコンモードで使われます。　システムは、参照
周波数のプリセットと全モデルのして 27、25、12　MHz の文書はキャリブしたりできます。レーションが可能があります；です。
注意：　QCX+と QCX-mini モデルの表示： OCXO オプションを使うこと！う場合、メニューレベルに深く入りこむ時はGPS キャリブレーション
を使うこと！う前に、メニューにコピー：、メニューレベルに深く入りこむ時はメニュー 8.5　を手動でで 25,0Ω0Ω0Ω,0Ω0Ω0Ω にコピー：設定すること確実にしてください。すること確実にコピー：してく入りこむ時はださい。
注意：　キットを有効化する 160m バの取扱説明書です。ンド用に固有の機能があります；組み込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。立したてる場合には、何らかのデバッギングをせねばなりません。に固有の機能があります；も先立したって、（複号機能）GPS キャリブしたりできます。レーショ
ン機能があります；を有効化する使う場合にはも）、12MHz参照クリスタルのを有効化する用い、メニュー 8.5 を有効化する手く行かない時には、何らかのデバッギングをせねばなりません。動メッセージ送信モードで 12,000,000 に固有の機能があります；設
定のモデルに固有の機能があります；すること全モデルの。
Select ボタンを有効化する押すすと全モデルの、キャリブしたりできます。レーションは幾つかの基本機能も提供します。つかの文書はフェースを有効化する素早く現行構成を保存できます。く動メッセージ送信モードき、結果を提供します。と全モデルのして参照周
波数のプリセットを有効化する測定のモデルに固有の機能があります；します。　　キャリブしたりできます。レーションに固有の機能があります；は 6秒かかります。GPS モジュールのは一旦サテライ
トロックと全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。
画面の下段に表示されます。の文書は下にそれら機能の概要を記述します。段に固有の機能があります；は下にそれら機能の概要を記述します。記の文書はように固有の機能があります；ステータスが表示されます；
• Waiting ：　Select ボタンが押すされたばかりで待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ちの文書は状態で操作（：

QCX は GPS 受信モード機が有の機能があります；効な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、サテライトロックを有効化する遂行の運用パラメーターの保存（し 1pps の文書は信モード号を有効化する出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、すの文書はを有効化する
待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、っている状態で操作（

• 6 　　　:   0 までの文書はカウントダウンを有効化する始めても構いません。めた状態で操作（：秒単位で 5，4、…と全モデルの続セクションをお読みくださいく
• 3 　　　:   27,003,623 カウントダウン　3，2，1 は参照周波数のプリセットの文書は継続セクションをお読みくださいする 3 つの文書は近い速度での数値のキーインを期似ています。値に下線が測定のモデルに固有の機能があります；
• 0Ω 　　 ：　27,003,620 OK! 最終わったときには的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、キャリブしたりできます。レーションの文書は値に下線が、EEPROM に固有の機能があります；保存されメニュー

8.5 で見つけます。　ること全モデルのができる
キャリブしたりできます。レーションが済んだら、んだら、GPS を有効化する取り外はあるものの、してシステム基準のモールスタイミングです。　しかし、いろいろな理由で、これを変えたい人がいるかもし周波数のプリセットに固有の機能があります；進むことが可能です。むこと全モデルのが可能があります；です。

QRP Labs の文書は QLG1（複号機能）http://qrp-labs.com/qlg1）の文書はような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、、1 パルのス／秒（複号機能）1pps）出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使信モード号の文書は 
GPS 受信モードモジュールのを有効化する接続セクションをお読みくださいしている場合には、Select ボタンを有効化する押すすと全モデルの、マイクロコントローラーは周
波数のプリセットカウンターゲートと全モデルのして、1pps　を有効化する使用します。　27MHz の文書は参照周波数のプリセットは 4 で除算される（され、マ
イクロコントローラーの文書は Timer1入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；導かれます。　そこでは周波数のプリセットカウントを有効化する入手く行かない時には、何らかのデバッギングをせねばなりません。するの文書はに固有の機能があります； 4
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8.12 Cal sys osc
Press Select!



秒計測されます。　この文書は値に下線がは EEPROM の文書は構成メニュー項目のタイプパラメータに固有の機能があります；保存されます。　メニュ項目“8.6　
Ref frq.”で編集可能があります；です。　キャリブしたりできます。レーションプロセスでの文書は画面の下段に表示されます。の文書は表示に固有の機能があります；ついては、前項の文書は記述します。
を有効化する参照してください。

4.16 テスト　装置装置
テスト装置メニューは幾つかの基本機能も提供します。つかの文書はテスト装備ツールで、これらは無線機の部分を使う必要があります。を有効化する提供したり、します。　それらはあな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、たの文書は無線機の文書は障害します。　例や電波の弱い条件下では他のメニューの文書は
テスト目的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使の文書はために固有の機能があります；も使えます！　下にそれら機能の概要を記述します。記の文書は図するものです。　とくにトランシーバーから操作周波数や他の操作パラメーターを読みだすタは QCX+上に“の文書はテスト装置の文書はための文書は接続セクションをお読みください点での接続では、を有効化する表していま
す。
もし、メニューレベルに深く入りこむ時はあなたが外部装置や回路の測定をしようとしているならば、外部装置や回路の測定をしようとしているならば、や回路の測定をしようとしているならば、回路の測定をしようとしているならば、の表示：測定すること確実にしてください。をしようとしているならば、メニューレベルに深く入りこむ時はCW トです：ランシーバーと外部回路の測定をしようとしているならば、
の表示：間のグランド接続を作る必要もあるでしょう。　グランド接続ピンは対応する入力ピンの隣に提の表示：グ単位カーソル：ランドされた接続を作る必要もあるでしょう。　グランド接続ピンは対応する入力ピンの隣に提を作る必要もあるでしょう。　グランド接続ピンは対応する入力ピンの隣に提る必要もあるでしょう。　グランド接続ピンは対応する入力ピンの隣に提もあるでしょう。　グ単位カーソル：ランドされた接続を作る必要もあるでしょう。　グランド接続ピンは対応する入力ピンの隣に提ピンは対応する入力ピンの隣に提する入りこむ時は力ピンの隣に提ピンの表示：隣に提にコピー：提
供されています。されています。
テスト装置の文書はこれらの文書は項目に固有の機能があります；ついて下にそれら機能の概要を記述します。記に固有の機能があります；記載します。します。
信モード号発生器以外はあるものの、の文書は全てのファームウエアバージョンは、全ては表示の文書はみ使用可能です。の文書は項目で、対して効果を表すということを。　メニュー項目を閲覧していたり編集応じてする保存される構成メニュー項目のタイプパラメーターはありません。
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これは DVM、デジタルの電圧計　機能があります；です。　計測範囲はは 0-20V　DC です。
オンスクリーンバの取扱説明書です。ッテリー電圧表示を有効化する使う場合にはは、DVM入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使ピンを有効化する+V 出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使ピンに固有の機能があります；接続セクションをお読みくださいせねばな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、り
ません。（複号機能）前図するものです。　とくにトランシーバーから操作周波数や他の操作パラメーターを読みだすタを有効化する参照）　この文書は例えば、反復するでは、12V 電源が無線機の文書は電源と全モデルのして使われています。　DVM

入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使ピンが+V 出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使ピンに固有の機能があります；ジャンパーされています。　11.67V と全モデルのいう数のプリセット値に下線がは 12Vから反極性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用す保護するために無線機を練習モード（
ダイオード D3 に固有の機能があります；よる電圧降下にそれら機能の概要を記述します。を有効化する差のことです。　あなたと同じ周波数で、し引き受けることもできまいた数のプリセット値に下線がに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。

これは RF パワーメーター機能があります；です。　測定のモデルに固有の機能があります；値に下線がは　0-5W の文書は範囲はです。
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9.1 Voltage
11.67V

9.2 RF Power
4.52 W



RF パワー測定のモデルに固有の機能があります；回路のチューニングは単純に行全体を保存な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ダイオード検出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、器です。　ダイオード機能があります；は非直線性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すがあり、個までプリセットできます。　各周波数は設定メニューで編集すること々に編集できます。（後述）の文書は
ダイオードに固有の機能があります；よって異なります。な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。　従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すって、パワーの文書は測定のモデルに固有の機能があります；出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使は非常に有益な測定に固有の機能があります；正した場合には確な文と全モデルのいうわけではありま
せん。　しかし、それは確な文かに固有の機能があります；非常に有益な測定に固有の機能があります；良く打つことです。い表示ツールのであり、デバの取扱説明書です。ッグツールのに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。
RF パワーメーターと全モデルの DVM は、同じピンを共用します。一の文書は ADC(PC アナログ・デジタルの)マイクロコントローラー入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使を有効化する
使うこと全モデルのに固有の機能があります；注意してください。　　RF パワーメーターと全モデルの DVM を有効化する同じピンを共用します。時に固有の機能があります；使ってはいけません！　ど
ちらか一方を分割した状態で操作（だけが接続セクションをお読みくださいされること全モデルのを有効化する確な文認され得ます。してください。

この文書は項目は生の文書は振幅を測定します。　メ値に下線がを有効化する表示するだけです。　振幅を測定します。　メ値に下線がは、音声アンプ出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；接続セクションをお読みくださいされた音声チャネ
ルの１に固有の機能があります；ついて、Goertzel アルのゴリズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ムに固有の機能があります；よって計算される（されます。
ここで表示される数のプリセット値に下線がは、入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使信モード号レベルのと全モデルのゲインコントロールのに固有の機能があります；依存します。　確な文認され得ます。するに固有の機能があります；は、
ゲインコントロールのつまみ使用可能です。を有効化する右に固有の機能があります；回すと全モデルの、表示される値に下線がが増加します。

この文書は項目は生の文書は振幅を測定します。　メ値に下線がを有効化する表示するだけです。　振幅を測定します。　メ値に下線がは、フェーズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、無効化する回路のチューニングの文書は出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；接続セクションをお読みくださいされた
音声チャネルの 2 に固有の機能があります；ついて、Goertzel アルのゴリズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ムに固有の機能があります；よって計算される（されます。　ここに固有の機能があります；表示される数のプリセット
値に下線がはゲインコントロールのからは独立したです。　値に下線がは Audio　Ch.1 の文書は測定のモデルに固有の機能があります；からははるかに固有の機能があります；小さいパルスを生成するインパルスノイズは無視されさくな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、り
ます。
これはは、ADC の文書は最下にそれら機能の概要を記述します。位ビットが約 5mV の文書は電圧に固有の機能があります；等しいためです。　受信モード信モード号パスの文書はその文書は点での接続では、の文書は信モード
号振幅を測定します。　メは、よほど受信モード信モード号が強くな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ければ、小さいパルスを生成するインパルスノイズは無視されさすぎて ADC 出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使を有効化する生成メニュー項目のタイプできな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、いの文書はです。

これは周波数のプリセットカウンターです。　解像度は 10Hz で、結果を提供します。は、概算される（で、約８回／秒の文書は更に詳細は各機能の後続セクションをお読みください新レートに固有の機能があります；
な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。　周波数のプリセットカウンター入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使は、マイクロコントローラーの文書は Timer1入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；直接接続セクションをお読みくださいされま
す。　プレアンプもレベルの調節しているときには、画面の右もありません。　ATmega328P プロセッサーは 5V 電源で動メッセージ送信モード作し
ます。　周波数のプリセットカウンター入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使信モード号が適切り替えたり、活動中のな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、増幅を測定します。　メであること全モデルのが要を記述します。求めるパラメーターまでたどり着き、されます。
ATmega328P の文書はデータシートに固有の機能があります；よると全モデルの、“Low”は最大きさはアンダーライ入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使で 1.5V“High”は最小さいパルスを生成するインパルスノイズは無視され入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使電圧 3.5V

を有効化する持っており、つ、と全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、っています。　従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すって、周波数のプリセットカウンターを有効化する成メニュー項目のタイプ功裏に得ることができます。に固有の機能があります；ドライブしたりできます。するための文書は増幅を測定します。　メ信モード号は、
2.5V DC オフセット中の心の文書は 2V の文書はピーク‐ピークと全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、るでしょう。　ATmega328P入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使ピンの文書はダ
メージを有効化する避けたけるために固有の機能があります；電圧レベルのが正した場合にはしいこと全モデルのを有効化する確な文実に固有の機能があります；すること全モデルのを有効化する練習”モードもあり、実際に電波を出すことなくしてください。　
さらに固有の機能があります；、ATmega328P は同じピンを共用します。期タイマー入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使を有効化する持っており、つ以上に“、カウントされる最大きさはアンダーライ周波数のプリセットはシステムク
ロック（複号機能）20MHz）の文書は約 40％に固有の機能があります；制限で反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。されます。　従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すって、周波数のプリセットカウンターの文書は範囲はは 0-8MHz と全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、
ります。　この文書は範囲はの文書は上に“側のみがの文書は周波数のプリセット端にメッセージ番号（この場合はは、十分な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、振幅を測定します。　メの文書は 50％の文書は duty cycle の文書はきちんと全モデルのした矩形波
の文書は場合にはに固有の機能があります；の文書はみ使用可能です。達成メニュー項目のタイプされるでしょう。　低い品の巻末の調整／調節の項を参照してください。　これらの質の信号は、より低い上限周波数となるでしょう。の文書は信モード号は、より低い上に“限で反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。周波数のプリセットと全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、るでしょう。
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9.3 Audio Ch.1
01,652

9.4 Audio Ch.2
00,008

9.5 Frequency
4.21523 MHz



シグナルのジェネレーター機能があります；は、Select ボタンを有効化する押すしてアクティブしたりできます。に固有の機能があります；するまではスイッチオフと全モデルの
な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、っています。　アクティブしたりできます。に固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ると全モデルの、カーソルのが 10MＨ z の文書は桁の文書は下にそれら機能の概要を記述します。に固有の機能があります；現れます。　この文書は番号を有効化する
他のメニューの文書は構成メニュー項目のタイプパラメーターの文書は時と全モデルの同じピンを共用します。じように固有の機能があります；調節しているときには、画面の右できます。　ロータリーエンコーダーを有効化する使って周波数のプリセット
を有効化する増や電波の弱い条件下ではしたり減らしたりできます。　プレスホールのド（複号機能）押すして保持っており、）でロータリーエンコーダーを有効化する
回すと全モデルの、チューンレート（複号機能）カーソルのの文書は桁位置を有効化する左右に固有の機能があります；移動メッセージ送信モードして）を有効化する変更に詳細は各機能の後続セクションをお読みくださいできます。
周波数のプリセットを有効化する調節しているときには、画面の右すると全モデルの、シンセサイザーの文書は出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使周波数のプリセットがマッチするように固有の機能があります；調整ツールされます。
出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使周波数のプリセットの文書は幅を測定します。　メは 3.5kHzから 200MＨ z です。　Si5351A シンセサイザーチップの文書はデータシート
の文書は最大きさはアンダーライ周波数のプリセット仕様は 200MHz です。　が、実際に電波を出すことなくに固有の機能があります；は、ほぼ 300MHz まで安定のモデルに固有の機能があります；して働きます。　これは　オンエア―中、特にくこと全モデルのが分
かっています。　出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使波形は、振幅を測定します。　メ 3.5V　ピーク‐ピークの文書は矩形波です。　出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使は、Clk0 と全モデルの Clk1

端にメッセージ番号（この場合は末の調整／調節の項を参照してください。　これらのに固有の機能があります；現れます。（複号機能）上に“の文書は図するものです。　とくにトランシーバーから操作周波数や他の操作パラメーターを読みだすタ参照）
出力ははSi5351Aシンセサイザーチップのチューニング出力はピンに直接接続されていることに注意してください！されている総合こと電源電圧に注意してください！してください！
出力はをグランドにショートさせたり、他に乱用しないように非常に重大な注意を払ってください！グランドにショート機構させたり、他のメニューに乱用の制御しないように非常に重大な注意を払ってください！に重大な注意を払ってください！な注意してください！をグランドにショートさせたり、他に乱用しないように非常に重大な注意を払ってください！払ってください！ってください！
Si5351A シンセサイザーチップが壊れた場合、取り換えは非常に困難です。　れた場合には、取り換えは非常に有益な測定に固有の機能があります；困難です；したがってセンターボタンのダブルクリックは機です。　Si5351A の文書は Clk0 と全モデルの
Clk1 出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使は、可能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、限で反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。り、90 度フェーズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、オフセットで直角位相で運用されていること全モデルのを有効化する覚えておくとよいでしょう。　もし予期せぬ機能やメニューに出くえてお
いてください。　関する拡張係はは 3.2Mhz 以下にそれら機能の概要を記述します。では維持っており、されず、VHF では維持っており、されな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、いでしょう（複号機能）用決するために受信中に自動的に適用されます。　定のモデルに固有の機能があります；）

4.17 CAT 制御コマンド コマンド メニュー(PC PC リモート操作)

CAT コマンドシステムは QCX+を有効化するログソフト（複号機能）一般に考えられています。と全モデルのコンテスト）と全モデルのと全モデルのもに固有の機能があります；使えるように固有の機能があります；するこ
と全モデルのを有効化する意図するものです。　とくにトランシーバーから操作周波数や他の操作パラメーターを読みだすタしています。　CAT 制御は、コマンドでトランシーバの取扱説明書です。ー情報（複号機能）特に固有の機能があります；運用周波数のプリセットや電波の弱い条件下ではモード、等）
を有効化する検索してログに記入します。　してログに固有の機能があります；記入します。　Kenwood　TS-480 コマンドセットの文書はサブしたりできます。セットが幾つかの基本機能も提供します。つかの文書はマイ
ナー修正した場合にはと全モデルのと全モデルのもに固有の機能があります；採用されています。
Hardware description:

全てのファームウエアバージョンは、全ての文書はマイクロコントローラーピンは既にこのスタイルのに固有の機能があります；使用されています。　マイクロコントローラーの文書はシリア
ルのポート周辺機器は既にこのスタイルのに固有の機能があります； LCD‗D4 と全モデルの LCD_D5 信モード号に固有の機能があります；よって使われています。　従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すって、共用が必
要を記述します。です。　2 つの文書は抵抗　R49 と全モデルの R50 と全モデルの１つの文書はダイオード D6 がこの文書は共用を有効化する可能があります；に固有の機能があります；します。
QCX+と全モデルの QCX-mini モデルのに固有の機能があります；は、これらの文書は部が品の巻末の調整／調節の項を参照してください。　これらのが既にこのスタイルのに固有の機能があります；導入され、CAT シリアルのポートと全モデルのして 3.5㎜
ジャックが付きいています。　QCX の文書は新しい PCB リビジョンでは、この文書は部が品の巻末の調整／調節の項を参照してください。　これらのが導入され、3-ピン
ヘッダーの文書はための文書は PCB　Pad があります。　初期の文書は QCX リビジョンは 3 つの文書は部が品の巻末の調整／調節の項を参照してください。　これらのを有効化する追加して修正した場合には
する必要を記述します。があります。
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QCX+　RxD はコンピュータの文書は
TxD に固有の機能があります；接続セクションをお読みくださいし、QCX+の文書は TxD はコ
ンピュータの文書は RxD に固有の機能があります；接続セクションをお読みくださいします：
右図するものです。　とくにトランシーバーから操作周波数や他の操作パラメーターを読みだすタに固有の機能があります；示すように固有の機能があります；スワップがあるこ
と全モデルのに固有の機能があります；注意。　殆どのどの文書は PC は実際に電波を出すことなくの文書はシ
リアルのポートを有効化するもはや電波の弱い条件下では有の機能があります；していな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、い
の文書はで、典型は的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、セットアップは USB

でシリアルのコンバの取扱説明書です。ーターに固有の機能があります；繋ぐことにより設定できます。　ぐこと全モデルのに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、るでしょう。
TTL レベルの表示：シリアルデータを使うこと！うこと。　RS232 Ｃは、別の（高い）電圧ですから、は、メニューレベルに深く入りこむ時は別の（高い）電圧ですから、の表示：（高い）電圧ですから、い）電圧ですから、メニューレベルに深く入りこむ時は
使うこと！ってはいけません。　
これら 3 つの文書は信モード号は、QCX+、QCX-mini モデルのの文書はリアパネルのに固有の機能があります；ある 3.5㎜ステレオジャックコネ
クタに固有の機能があります；配線されます。　以下にそれら機能の概要を記述します。の文書は接続セクションをお読みくださいスキームに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります：
Tip: QCX+ RxD

Ring: QCX+ TxD

Sleeve: Ground

マイクロコントローラーはシリアルのポートまたは LCD いずれかに固有の機能があります；書はき込みの調整ツールメニューがあるむだけです；シリアルの
ポートに固有の機能があります；書はき込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。中のは LCDへの文書は書はき込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。はせず、LCD 出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使中のに固有の機能があります；はシリアルのポートに固有の機能があります；は書はき込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。を有効化する
しません。　衝突を防ぐために、を有効化する防ぐために固有の機能があります；、LCD_4（複号機能）プロセッサーの文書は RxD 信モード号）は、1KΩ の文書は抵抗R49 を有効化する介しし
て外はあるものの、部がの文書はシリアルのデバの取扱説明書です。イス TxD の文書は信モード号に固有の機能があります；よってドライブしたりできます。されます。　これが、LCD 書はき込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。と全モデルのシ
リアルのポート書はき込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。が同じピンを共用します。時に固有の機能があります；発生する場合にはに固有の機能があります；、2 つの文書は回路のチューニングは互いをドライブしようとします。いを有効化するドライブしたりできます。しようと全モデルのします。
プロセッサー TxD 信モード号は LCD_5 と全モデルの共用されます。　LCD に固有の機能があります；書はいている時、この文書は信モード号がパルのスを有効化する発
生させ、リモートの文書はシリアルのデバの取扱説明書です。イスに固有の機能があります；よって偽りの文字として解釈されます。　これを避けるたりの文書は文字まで、残りと全モデルのして解釈されます。　これを避けるたされます。　これを有効化する避けたけるた
め、270Ω シリーズしている間に返信を待つ、というような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、の文書は抵抗が使われ、IC2 ピン 25（複号機能）これはまだ DVM アナログ測定のモデルに固有の機能があります；チャネルのでもあ
る）への文書はダイオードが使われます。　LCD 書はき込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。中の、IC2 ピン 25 は High に固有の機能があります；ドライブしたりできます。されます。
　　それはリモートの文書はシリアルのデバの取扱説明書です。イスに固有の機能があります；も High（複号機能）idle）シグナルのを有効化する強要を記述します。し、それに固有の機能があります；より、偽りの文字として解釈されます。　これを避けるたり
の文書は文字まで、残りの文書は送信モードを有効化する阻止することします。
Configuration:
シリアルのデータフォーマットは 8 ビットです。　１スタートビットと全モデルの 1 ストップビット、38400

ボー（複号機能）bps）です。　パリティは使われますぇん。
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これは最も共通です。　な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、シリアルのデータ構成メニュー項目のタイプで通です。　常に有益な測定ほと全モデルのんどの文書はアプリケーションで使われています。
フローコントロールのは使いません（複号機能）RTS、CTS 信モード号は無し）
CTS シグナルのは単純に行全体を保存な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、トランジスタ回路のチューニングに固有の機能があります；よって IC2 の文書は 25 ピン信モード号（複号機能）LCD 書はき込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。中のは High で
す）を有効化するインバの取扱説明書です。ートするために固有の機能があります；生成メニュー項目のタイプできます。　これは、CTS シグナルのが要を記述します。求めるパラメーターまでたどり着き、するシグナルのの文書は逆になっているような場合、ドッの文書は極
性に従って設定可能です。　バッテリー電圧表示計はポータブル電源で運用すと全モデルのな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、り、リモートコンピューターに固有の機能があります；トランシーバの取扱説明書です。ーは受信モード信モード号を有効化する受け取る準のモールスタイミングです。　しかし、いろいろな理由で、これを変えたい人がいるかもし備ツールで、これらは無線機の部分を使う必要があります。が出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、来ます。ていな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、いこ
と全モデルのを有効化する告しておきます。　げるために固有の機能があります； Low に固有の機能があります；設定のモデルに固有の機能があります；されます。
注：フローコントロールのが無いと全モデルの、必然的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；、リモートコンピューターが QCX+を有効化する検索してログに記入します。　するような使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、
局が同調ズレしていたりドリフトしている場合に有用です。　他面の下段に表示されます。があり得ます。ます、が、LCD 更に詳細は各機能の後続セクションをお読みください新中のに固有の機能があります；入ってくる文字まで、残りが到着き、し、結果を提供します。的に文章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使に固有の機能があります；消失し、次に電源を入れたときにはすること全モデルのに固有の機能があります；な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、ります。
CAT メニュー メニュー  メニューコマンドの編集形式 メニュー  メニュー: メニュー メニュー
全てのファームウエアバージョンは、全ての文書は CAT コマンドは 2 文字まで、残りの文書はコマンドコードから成メニュー項目のタイプります。　オプションでパラメーターが続セクションをお読みください
くこと全モデルのがあります。　セミコロンで終わったときにはわります。　QCX+に固有の機能があります；パラメーターを有効化するセットするための文書はコマ
ンドは、2 文字まで、残りの文書はコマンドコード、パラメーターの文書は値に下線が、セミコロン（複号機能）終わったときには了したら子をみる実験的な面白さがあります。　ある特定の状況で設定を変えてみて）です。　QCX+から
パラメーターを有効化するゲットバの取扱説明書です。ックするための文書はコマンドは、同じピンを共用します。様ですが、パラメーター値に下線ががありません。
例えば、反復するえば：
FA00007030000; QCX+ VFO A を有効化する 7.030MHz に固有の機能があります；セットする
FA; QCX+ に固有の機能があります； VFO A の文書は周波数のプリセットは何らかのデバッギングをせねばなりません。かを有効化する問い合にはわせ

QCX+ は“FA00007030000;”と全モデルの応じてえ VFO A は 7.03MＨ z に固有の機能があります；
セットされていること全モデルのを有効化する示す。

すべての文書はコマンドはこれと全モデルの同じピンを共用します。様です。　2 文字まで、残りコマンドと全モデルの“；”モードもあり、実際に電波を出すことなくは値に下線がを有効化する読みくださいむ。　値に下線がの文書はセットは、パラ
メーターの文書は値に下線がを有効化するコマンドコードと全モデルのセミコロンの文書は間に固有の機能があります；挿入。　無効な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、コマンドが出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、された場合には、“?;”

が返されます。 キャリエージリターンや電波の弱い条件下ではラインフィードの文書は文字まで、残りを有効化する持っており、たな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、いの文書はで、QCX+から返され
るの文書はは、CAT標準のモールスタイミングです。　しかし、いろいろな理由で、これを変えたい人がいるかもしである“；”モードもあり、実際に電波を出すことなく（複号機能）終わったときには了したら子をみる実験的な面白さがあります。　ある特定の状況で設定を変えてみてと全モデルのしての文書はセミコロン）だけである。
注：TS-480 コマンドセットの文書は限で反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。られたサブしたりできます。セットを有効化する使うの文書はは、QCX+に固有の機能があります；は限で反復する、ことができます。　送信間隔も設定可能です。られたプログラムス
ペースしかな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、く、また、多くの機能が含まれます。　以下にそれら機能の概要を記述します。くの文書は TS-480 トランシーバの取扱説明書です。ーコマンドは QCX+に固有の機能があります；適用できな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、いと全モデルのいう理
由で、これを変えたい人がいるかもしからです。　幾つかの基本機能も提供します。つかの文書はコマンドは読みください込みの調整ツールメニューがある専用で、QCX+に固有の機能があります；パラメーターを有効化する書はくこと全モデルのができません；
QCX+で読みくださいみ使用可能です。取り専用と全モデルのして導入されたコマンドで書はき込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。しようと全モデルのした場合には、無視して“ストレート”キーモードになります。されます；
QCX+はその文書はパラメーターの文書は返答があったら、キーをタップして自動送出モードをキャンセルして、送信を行うことと全モデルのして、読みくださいみ使用可能です。取りコマンドが出メッセージの一覧を表示します。　メッセージの送出は、されたかの文書は如くに応えます。　導くに固有の機能があります；応じてえます。　導
入されているコマンドで、よく使われるロギングプログラムと全モデルの一緒に運用するには十分です。に固有の機能があります；運用するに固有の機能があります；は十分です。
注：コンパクトな使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、コードは、最低の文書はエラーチェックが行の運用パラメーターの保存（われます。
VFO 周波数のプリセットを有効化する何らかのデバッギングをせねばなりません。か無効な使い方ができます。　キーにタッチすれば、即、数のプリセット値に下線がや電波の弱い条件下ではバの取扱説明書です。ンド幅を測定します。　メ外はあるものの、を有効化するセットしようすると全モデルの、例えば、反復するえば、静か過ぎると思う場合は、音量設定を増やしてみることができます。　最大値は次の公式止することされません。
以下にそれら機能の概要を記述します。に固有の機能があります；コマンドと全モデルのレスポンスを有効化するアルのファベット順で変化させます。　スタートアップ時の省略時のに固有の機能があります；リストします：
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　（複号機能）コマンドは翻訳していません。　原典を有効化する参照してください。）
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5. Operation reference
　　　（複号機能）前頁を参照）を有効化する参照）

6. Resources
 この文書はキットに固有の機能があります；関する拡張するすべての文書はアップデートに固有の機能があります；ついて、組み込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。立したて指示書はの文書はダウンロードに固有の機能があります；ついては、
下にそれら機能の概要を記述します。記を有効化する参照してください；

QRP Labs CW transceiver kit page 　
http://qrp-labs.com/qc xp

 この文書はキットの文書は組み込みの調整ツールメニューがあるみ使用可能です。立したてと全モデルの操作に固有の機能があります；関する拡張する質の信号は、より低い上限周波数となるでしょう。問は、QRP Labs グルのープに固有の機能があります；参加してください。http://

qrp-labs.com/group for details

7. Document Revision History
0.01 27-Oct-2020 ファームウェア　バの取扱説明書です。ージョン 1.06

0.02 06-Nov-2020 GPS インターフェースと全モデルのその文書は制約事項を有効化する追加、第 1章をメッセージ域に入力したり、他のメニュー項目の設定のためにも使（複号機能）4ページの文書は下にそれら機能の概要を記述します。部が）
0.03 02-Dec-2020 ファームウェア　バの取扱説明書です。ージョン 1.07
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